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一
人
ひ
と
り
の
子
供
に
し
っ
か
り
と
愛

情
を
持
っ
て
接
し
、
日
々
の
成
長
に
寄
り

添
う
保
育
士
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
保
育
士
の
仕
事
や

保
育
現
場
の
声
等
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
女
性
の
就
業
率
が
高
い
こ
と

や
核
家
族
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
保
育
の
ニ

ー
ズ
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
就
学
前
の

児
童
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
低
年
齢
か

ら
の
保
育
園
等
の
利
用
者
は
増
加
傾
向
で
す
。

平
成
31
年
４
月
現
在
で
は
、
全
体
の
約
８
割

の
子
供
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

就
学
前
の
子
供
が
入
園
可
能
な
施
設
は
保

育
園
や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
が
あ

り
、
就
学
前
の
重
要
な
保
育
や
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
保
育
園
は
、
仕
事
等

に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
保
護
者

に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
、

市
内
に
は
38
園
あ
り
ま
す
。

　

保
育
園
で
は
、
子
供
が
着
替
え
や
食
事
の

仕
方
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
た
め
に
援
助
し
、
遊
び
や
集
団
生
活
等

を
通
し
た
心
身
の
発
達
を
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
供
に

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
適
切
な
保

育
が
提
供
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
や
栄
養
士
、

調
理
員
、
保
育
補
助
な
ど
様
々
な
職
種
の
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
全
て
の
子
供
が
健
や

か
に
育
つ
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

特集

保育士のしごと
子供の成長を見守る
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かたばみ保育園長

齋藤由美子 さん　

心もからだも健康に－
　日々の保育では、安心・安全と心の育ち
を大切にしています。どの子にも「自分は
周囲から大切にされている」「自分を認め
てくれている」「自分っていいな」という
安心感や信頼感、自己肯定感を育んでいけ
るよう、一人ひとりの思いを丁寧に受け止
めることを心掛けています。また、安心で
きる環境で子供の主体性が育まれ、遊びを
通して工夫し、考える力を高め、友達との
関わり方を学んでほしいと思っています。
色々な経験を通して、友達に優しく接する

姿や自分の気持ちをコントロールして友達
とつながろうとする姿、粘り強く頑張る姿
を見せてくれたときはうれしいです。
　保育園では保護者の方と子育てについて
一緒に考えていくことを大切にしています。
子育てに悩みや不安を感じている方が多い
と思うので、子供のかわいい姿や成長、保
育園で大切にしていることを共有すること
で「子育て楽しいな」「成長がうれしいな」
という気持ちになってもらえたらと思って
います。

７：30　早朝保育
　気持ち良く１日をスタートできるよう、心地良い挨拶で温かく迎え入れま
す。保護者から子供の様子を聞き、保育の中で配慮します。

こうすると食べやすいんだよ～

今日は何して遊んだかな～  

８：30　朝のミーティング
　各クラスの担任等で子供の様子やクラス活動の情報などを共有します。そ
の間、副担任を中心に子供たちを見守ります。

９：00　クラス活動
　季節や行事等を考慮しながら、年齢や発達に合わせた教育的な活動を設定。
子供たちが思いや創意工夫をのびのびと表現できるように手助けします。

11：15　給食の準備
　子供たちの手洗いや準備の援助と食事の配膳に分かれます。「食べたいな
ぁ」の気持ちを大事にして、マナーを身に付けながら楽しい雰囲気で食べら
れるようにしています。

13：00　記録・打合せ・休憩
　昼寝中の子供たちの様子に気を配りながら、連絡ノートや日誌の記入、保
育の打合せ等を行います。また、交代で休憩をとります。

15：00　おやつの準備
　昼寝の布団の片付けとおやつの準備を手分けして行います。

16：00　自由遊び・延長保育
　迎えまでの時間、好きな遊びを楽しみながら安心して過ごせるようにします。また、写真の掲示や保護者との
会話を通して、親子で園生活の楽しさを共有できるようにします。

みんなも描けるかな？

早番の先生から引継ぎ！

遅番の先生に引継ぎ！

ある保育園の保育士の１日
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始
め
は
保
育
園
事
務
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、 

保
育
補
助
と

し
て
保
育
の
現
場
に
関
わ
る
機
会

を
得
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
笑
顔

や
活
力
に
触
れ
て
い
る
う
ち
に
、

そ
の
力
を
引
き
出
し
て
い
く
保
育

士
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
保
育

園
の
力
に
な
れ
ば
と
思
い
、保
育

士
試
験
に
挑
戦
。
働
き
な
が
ら
の

勉
強
は
大
変
で
し
た
が
、
無
事
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
事
務
員
と
し
て
働
き
な
が

ら
、
１
歳
児
の
早
朝
保
育
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
４
月
当
初
は
赤
ち

ゃ
ん
だ
っ
た
子
供
の
成
長
を
間
近

で
実
感
で
き
ま
す
し
、
自
分
が
考

え
、
設
定
し
た
遊
び
を
子
供
が
夢

中
に
な
っ
て
遊
ん
で
く
れ
て
い
る

と
き
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

優
し
く
、
温
か
な
目
で
子
供
の

成
長
に
立
ち
会
っ
て
い
け
る
保
育

士
を
目
指
し
た
い
で
す
。

大山保育園　
鶴見佳菜 さん　

　

長
男
を
３
歳
ま
で
は
家
庭
で
育

て
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
幼
稚

園
を
一
旦
退
職
し
子
育
て
に
専
念
。

息
子
の
幼
稚
園
の
先
生
か
ら
刺
激

を
受
け
再
就
職
し
ま
し
た
。
８
年

の
ブ
ラ
ン
ク
や
仕
事
と
家
事
の
両

立
が
心
配
で
し
た
が
、
周
囲
か
ら

の
理
解
と
た
く
さ
ん
の
協
力
の
お

か
げ
で
、
現
在
は
３
人
の
子
育
て

に
奮
闘
し
な
が
ら
も
、楽
し
く
４
・

５
歳
児
の
担
任
と
し
て
保
育
し
て

い
ま
す
。
子
供
達
と
一
緒
に
い
る

こ
と
で
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ
と
が

一
番
の
元
気
の
源
。
ま
た
、
子
供

達
と
協
力
し
な
が
ら
大
き
な
行
事

を
作
り
、
喜
び
合
え
た
時
に
は
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

大
切
な
命
を
預
か
る
と
い
う
責
任

あ
る
仕
事
で
す
が
、
そ
の
分
や
り

が
い
も
大
き
く
復
帰
し
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
子
供
達
と
共
に
成
長
し
続
け
ら

れ
る
保
育
者
で
あ
り
た
い
で
す
。 佐藤真紀子 さん　

佐藤奏 さん　
貴船保育園　

由良保育園　

子供の成長に立ち会えること！

　

今
は
２
歳
児
ク
ラ
ス
を
担
当
し

て
い
て
、
日
々
の
子
供
と
の
関
わ

り
が
一
番
の
や
り
が
い
で
す
。
例

え
ば
子
供
が
朝「
お
は
よ
ー
」と
言

っ
て
ぎ
ゅ
ー
っ
と
抱
き
付
い
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、

大
人
も
全
力
で
体
を
動
か
し
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
を
引
き
出
せ
た
と

き
に
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

　

子
供
に
と
っ
て
大
事
な
時
期
な

の
で
、
こ
の
伝
え
方
で
い
い
の
か
、

間
違
っ
て
い
な
い
か
と
迷
い
、
悩

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
む
つ

が
取
れ
て
パ
ン
ツ
が
履
け
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
子
供
が
は
っ
き
り

と
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
た

と
き
は
「
ヨ
シ
ッ
」
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
喜

べ
る
こ
と
が
ま
た
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
大
人
も
笑
顔
で
」

を
心
掛
け
て
、
子
供
に
も
保
護
者

の
方
に
も
接
し
た
い
で
す
ね
。

楽しく！うれしく！やりがいしかありません！

いつも笑顔で子供と協力して喜び合えること！

チューリップ生えてくるかな？ 見て見て！落ち葉拾ったよ！

現役保育士にインタビュー！－やりがいは何ですか？
保育士
１年目です！

体を動かして遊ぶ
のが大好きです！

保育現場に
復職しました！

マットの帽子かわいいでしょ



保護者の声
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　保育士さんは親よりも子供の面倒を見る時間が長く、大変なお仕事だと思いますが、

皆さんとても親切で、送り迎えの時も笑顔で接してくれます。子供一人ひとりに対し

て、この子はどうやったらうまくいくか、伸びるかということを親身に考えてくれる

ので、親としても安心して預けられます。 齋藤啓滋 さん　

保育士さんには本当に感謝です

　多様化するニーズに応じた保育を実施するためには、保育人材の確保が重要です。県・市・関係機関が一丸とな
って、安心して働くことができる体制づくりを進めています。

〇山形県保育インターン等旅費支援事業
  内　容　  宮城県、福島県、新潟県の保育士養成施設

に在学する学生（山形県内からの通学生を
除く）が山形県内の保育園等で保育実習や
就業体験等を行う際の交通費を助成

　　　　※往復での公共交通機関利用のみ対象。
助成額　 養成施設と保育所等の所在地域に応じて定

額で支給（年度中１回のみ）
問合せ　山形県子育て支援課☎023‐630‐2392

学生の保育実習等に掛かる交通費を助成します

〇保育士就職支援コーディネーター
  　仕事に関する相談や保育士と保育園のマッチング、
保育士募集情報の提供をしています。
相談先　�山形県福祉人材センター
　　　　☎023‐ 633‐7739
〇保育士相談窓口
  　「家庭と仕事の両立が難しい」「職場の人間関係が
うまくいかない」等の仕事の悩み相談に応じます。
相談先　�山形県福祉人材センター保育士相談窓口
　　　　☎023‐ 628‐3178

保育士の仕事の相談に応じます

頑張る保育士等を応援しています！

保育士有資格者の就職を支援します

〇潜在保育士就職準備金貸付（全額返還免除要件あり）
対　　象　 次の全てを満たす方
　　　　　 ① 保育士として保育園等を離職した、ま
　　　　　　たは勤務経験がない
　　　　　② 県内の保育園等に新たに勤務する（保
　　　　　　育士として週20時間以上）
　　　　　　※就職後３か月まで申込可。
貸 付 額　  就職、再就職する際に必要な経費40万円
　　　　　以内（無利子）
免除要件　 ２年間継続して県内の保育園等で保育業
　　　　　務に従事すること等
問 合 せ　�山形県社会福祉協議会
　　　　　☎023‐ 622‐5699

〇保育士トライアル雇用制度
　保育園等で働くことや現場復帰への不安感を解消
するため、保育施設で短時間勤務などの試行雇用を
行っています。具体的な日程や時間については、施
設との個別相談になります。
対　象　   保育士資格を持ち、 次のいずれかに該当す
　　　　る方
　　　　① 保育士として働いた経験がない（新卒者

を除く）
　　　　② 保育園等で働いたことはあるが、離職し

てから１年以上経過している
問合せ　�本所子育て推進課☎25‐ 2111内線148
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

この冬の除雪計画
■問本所除雪対策本部☎内線690または各地域庁舎除雪対策本部へ

　道路には、市道、県道、国道の３種類があ
ります。このうち市では、市道部分を除雪し
ています。
　 こ の 冬 は、市 道 延 長1,521.1㎞ の う ち、
1,132.9㎞を除雪します。これは、前年に比
べて0.3㎞の減で、全体の約74.5％です。歩
道は、歩道延長179.1㎞のうち、約57.8％の
103.6㎞を除雪します。
　除雪は国道・県道に接続する主要幹線市道
から順に、早朝から始め、できるだけ早い時
間に完了するよう努めます。

■除雪の基準
　道路に10㎝以上の積雪がある場合、または午前７時ま
で10㎝以上の積雪が予想される場合を基本としますが、
道路・降雪状況によっても出動します。

■道路除雪以外の対策も行います
　地吹雪対策として防雪柵を約23.1㎞にわたって設置し
ます。また、凍結が予想される幹線道路の登り坂や橋及び
主要交差点等196か所で、延長25.6㎞に凍結防止剤を散布
します。

年末年始の業務

コミュニティセンター・公民館等については、地域によって一部異なります。詳しくは、各施設にお問
い合わせください。

年末年始の急な病気、歯痛は
休日夜間診療所・休日歯科診療所

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

ルールを守り、ごみの出し忘れにご注意を
年末年始のごみ収集

■問廃棄物対策課☎内線677
または各地域庁舎市民福祉課へ

市役所（本所・各地域庁舎）・上下水道部の一般業務は、一部の業務を除き、

12月28日○土 ～来年１月５日○日 は休業します

■所在地
　総合保健福祉センター（にこ♥ふる）

■診療日
　12月31日○火 ～来年１月 3 日○金
　（ 12月30日○月 、１月４日○土 の夜間診療は通常のとおり

行います〈午後７時～９時30分〉）

■受付時間
　□休日夜間診療所☎23‐5678
　　午前９時～11時30分　内科、小児科（小児科医）
　　午後１時30分～４時30分　内科、小児科、外科
　　午後６時～８時30分　内科、小児科
　□休日歯科診療所☎23‐0372
　　午前９時～正午、午後１時～３時

荘内病院の外来診療
■問荘内病院医事課☎26‐5111内線6119

12月28日○土 ～来年１月５日○日 は外来診療を休診します。

■ごみの収集
　□可燃ごみ（茶袋）

 12月31日○火 まで
　□可燃ごみ以外（青・緑・桃・黄袋）

 　　　　　12月27日○金 まで
　

※ ごみ収集カレンダーで収集日をよく確認し
て出してください。

■ごみの持込み　　12月27日○金 まで
　□可燃ごみ
　　クリーンセンター【市内宝田】
　　午前８時35分～11時50分
　　午後１時～４時45分
　□不燃ごみ・粗大ごみ
　　リサイクルプラザ【市内水沢】
　　午前９時～11時50分
　　午後１時～４時30分
　※ ごみの収集・持込みは１月６日

○月 から再開します。
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除雪対策本部からのお願い　快適雪国生活10か条
　もうすぐ雪の季節が到来します。こんなときこそ、
お互いの「心の温かさ」が必要ですね。
　次の10か条を守り、みんなで助け合って、冬を
快適に乗り越えましょう。

■特に
　除雪の妨げになる路上駐車は絶対にしないでくだ
さい。また、除雪車通過後の雪は側溝や水路に捨て、
消雪道路であっても雪を道路に出さないようにお願
いします。雪捨てのために側溝の蓋を開けた場合は、
危険ですので、作業後は必ず蓋を閉めてください。
命綱をつける等身の安全を確保した上で、屋根の雪
は早目に下ろしましょう。

①除雪の妨げになる路上駐
　車は絶対にやめましょう

②危険！作業中は除雪車に
　近寄らないようにしまし
　ょう

③雪捨てで側溝の蓋を外し
　たら、作業後は必ず元ど
　おりに閉めましょう

■ご協力をお願いします
　除雪は雪を道路の両側に積み上げる作業となるこ
とから、玄関や車庫の前に雪を置くことになります。
このため、「出入口を塞がれた」等の苦情が寄せら
れることがありますが、市では通勤・通学や緊急車
両の走行のために除雪を行っています。
　できるだけ効率的に作業するよう努めますので、
除雪された雪の後片付けは各家庭で行っていただく
よう、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■もしも地吹雪で動けなくなったときは
　車を置いて避難するときは、除雪や救助の妨げに
ならないように、連絡先を書いたメモ等を車内に置
き、車の鍵は付けたままにしておきましょう。

■雪捨て場はこちらです
▼鶴岡地域
　三川橋上流右岸

▼藤島地域
　藤浪橋上流左岸

⑤作業中の除雪車には道を譲ってください
⑥ 道路にはみ出した枝や植木、看板等は撤去してく

ださい
⑦ 消火栓、ごみステーションの前の除雪は町内会で

協力して行ってください
⑧ 除雪車通過後の雪の片付けはお互いに協力して行

ってください
⑨道路・消雪道路への雪の排出はやめてください
⑩ 屋根の雪や、通学路・ 道路に面したつららは早め

に取ってください

除雪車の主な出動理由を紹介します
新雪除雪： 新しく降り積もった雪を除雪します
剥ぎ取り： 路面がガタガタ・ザクザクにならな

いよう、路面に残った雪を剥ぎ取り
ます

車道拡幅： 雪により狭くなった道路を広げ、道
幅を確保します

吹溜
だまり

処理： 道路に吹きだまった雪を取り除き通
行を可能にします

雪山取り： 交差点等にできた雪の山を崩し、見
通しを確保します

④ 高齢者世帯や母子世帯等、
除雪に困っている方には
近所で協力しましょう

雪
捨

て
場

旧羽黒第一小学校

手向地区地域活動センター
▼羽黒地域
　羽黒町手向

雪
捨
て
場

櫛引橋西片屋 松根

赤
川

▼櫛引地域
　櫛引橋下流左岸

※ 藤島・羽黒・櫛引地域の雪捨て場は家庭用ですので、
業者の方は捨てないでください。

■問合せ
　市道の除雪については、その市道を管轄している本所または各地域庁舎
除雪対策本部へ。
□本　　所　☎25‐2111内線690　   □藤島庁舎　☎64‐5804
□羽黒庁舎　☎26‐8779　　　　　□櫛引庁舎　☎57‐2110
□朝日庁舎　☎53‐2122　　　　　□温海庁舎　☎43‐2111内線433

※ 国道は鶴岡国道維持出張所☎
22‐4739または月山国道維
持出張所☎57‐5011へ。

※ 県道は庄内総合支庁道路計画
課☎66‐2111へ。
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11
月
９
日
、
旧
い
こ
い
の
村
庄
内
に
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
定
植
す
る
作
業
に
参
加

し
た
。
小
雨
交
じ
り
の
天
候
だ
っ
た
が
、
市

が
事
務
局
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
旧
い
こ

い
の
村
庄
内
」
跡
地
利
用
の
検
討
に
係
る
意

見
交
換
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
市
職
員

を
含
め
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
日

の
私
の
役
割
は
市
長
と
い
う
よ
り
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
約
１
時
間
作
業
に
没
頭
し
た
。

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
、
屋
外
に
魅
力
的

な
遊
具
の
あ
っ
た
「
い
こ
い
の
村
」
を
懐
か

し
く
思
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

当
日
、
参
加
者
と
話
を
し
て
い
る
と
、
子
供

を
連
れ
て
行
っ
た
、
か
つ
て
勤
め
て
い
た
、

結
婚
式
を
挙
げ
た
な
ど
な
ど
、
思
い
出
が
語

ら
れ
た
。
私
も
幼
い
頃
よ
く
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
た
。
来
年
４
月
に
は
こ
の
場
所
に
鶴

岡
市
立
農
業
経
営
者
育
成
学
校
（
略
称
は

種
と
同
じ
響
き
の
「
シ
ー
ズ
（SEA

D
S

）」）

が
開
設
さ
れ
、
10
人
の
研
修
生
が
首
都
圏
等

か
ら
や
っ
て
来
る
。
こ
れ
に
併
せ
、
平
成
28

年
３
月
に
閉
鎖
さ
れ
、
草
が
生
え
、
荒
れ
て

い
た
土
地
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
春
の
風
物
詩
だ
っ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

も
よ
み
が
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
秋
、
天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
庄
内
一

円
で
お
祝
い
す
る
奉
祝
式
典
の
前
後
に
、
慌

た
だ
し
い
日
程
が
続
い
た
。
10
月
５
日
～
12 （23）

令和元年度高山樗牛賞・奨励賞　受賞者を紹介します
■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4867

　高山樗牛賞は、庄内が生んだ明治の文豪・高山樗
牛の偉業を顕彰し、地方文化の向上に資するため、
昭和33年に設けられました。庄内全域を対象とし
て、文芸・評論・作文等の制作実績において地方啓

発に著しく功績があった方に贈られます。
　また、高山樗牛奨励賞は、次代を担う児童生徒を
対象に、文芸・評論・作文等において優秀な作品を
発表した方に対し授与するものです。

〈高山樗牛賞〉　畠山  カツ子 氏（80歳・若葉町）
　昭和13年金山町生まれ。山形県現代
俳句協会副会長、現代俳句協会会員。中
央俳壇では鈴木六林男氏主宰の俳誌『花
曜』で活躍し、鶴岡では夫の畠山弘氏（昭
和61年度高山樗牛賞受賞者）が主宰す
る俳誌『爐』を、創刊から終刊まで、俳
人としての活躍はもちろん、裏方として
も支え続けました。自由律俳句を学び、
句集を二冊発行した後、自らの進むべき
道を模索し続けました。その独自のリズ

ム、個性豊かな句風はまさに、氏の生き
てきた証であり、日々の生活を大切にす
る細やかな感性が伝わってきます。また、
地域新聞の俳壇選者や、山形県現代俳句
協会副会長を務めるなど、後進の育成や
地域の俳句文化の向上にも力を注いでい
ます。
　以上のように、氏の積年の文芸活動は、
地方文化の啓発向上に大きく寄与し、そ
の功績は顕著なものがあります。

〈高山樗牛奨励賞〉　五十嵐  大翔 さん （朝暘二小６年） 
　小学校入学当初から毎日、絵本や物語、
ノンフィクションなど様々なジャンルの
本を読んでいます。小学２年生の夏休み
に大阪から鶴岡に引っ越し、ここでの多
くの体験を奈良に住む祖父母に伝えたい
と、５年生の春から体験記を書き始めま
した。自然体験や郷土料理作り、伝統文
化の体験など多くのイベントに積極的に
参加し、そこで得た驚きや喜びを生き生
きと文章に表現しています。体験したこ

とをこまめにメモする力、文章にまとめ
る力を持つことに加え、より詳しい情報
を調べるなど、探究心も旺盛です。しっ
かりとした段落意識と、読みやすく丁寧
な描写力に驚かされます。作品は次の体
験や未来の生活への期待感にあふれ、単
なる過去の記録に留まらない前向きな自
分史に仕上がっています。その豊かな感
性と創造性に富む表現力を生かした今後
一層の成長、活躍が期待されます。



9 広報つるおか　2019 . 12 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

　

■問健康課☎内線373または各地域庁舎市民福祉課へ

　インフルエンザは空気が乾燥する冬に流行し、突
然の高熱、頭痛、悪寒、関節痛などの全身症状のほか、
普通の風邪と同様に鼻水や喉の痛みなどの症状が出
ることもあります。小さな子供は自分で症状を訴え
ることが上手にできないので、周囲の大人が気付き
にくく症状が悪化してしまうことがあります。また、
高齢者も症状が出にくく、呼吸器や心臓などに慢性
的な持病がある人は重症化しやすいため注意が必要
です。

インフルエンザを予防しましょう

■予防接種は流行前の接種が効果的です
　ワクチンが十分な効果を維持できるのは、予防接
種後約２週間～５か月とされ、接種は10月～12月
中旬に受けるのが効果的です。
※ 市では65歳以上の市民の方を対象に、来年１月

末まで「高齢者インフルエンザ予防接種」の費用
助成を実施しています。詳しくは、健康課または
各地域庁舎市民福祉課へお問い合わせください。

■インフルエンザ予防のポイント
▷ まめに手洗いをしましょう（外出後や食事前、せ

き等で口や鼻を押さえた後などは石けんをしっか
り泡立てて十分に手を洗いましょう）

▷ せきエチケットを心掛けましょう（せきやくしゃ
みが出るときは、ティッシュ等で口や鼻を押さえ、
顔の向きを変えるなど唾が周囲に飛ばないように
しましょう）

▷ 室内の乾燥に気を付け、湿度（50％～ 60％）を保

ちましょう
▷ 十分な休養、バランスのとれた食事を心掛けまし

ょう
▷ 流行期は人混みへの外出をなるべく避けましょう
▷ マスクを正しく使いましょう（使い捨ての不織布

製マスクを着用しましょう）

■体調不良を感じたら早目の受診が肝心
 「かかったかな？」と思ったら無理をせず、早目に
かかりつけ医の診察を受け、休養をとりましょう。

日
は
、
モ
ル
ド
バ
と
ド
イ
ツ
を
訪
問
。
い
よ

い
よ
来
年
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
の
受
入
れ
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。
ま
た
、
南
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
自
然
公
園
協
会
と
の
交

流
が
10
年
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
更
に

友
好
関
係
を
深
め
る
協
定
書
に
調
印
し
た
。

　

11
月
３
日
は
、
姉
妹
都
市
30
年
の
節
目
を

迎
え
た
北
海
道
木
古
内
町
の
ふ
る
さ
と
産
業

ま
つ
り
へ
。
ま
た
、
11
月
７
日
に
は
、
鹿
児

島
市
と
の
兄
弟
都
市
50
年
の
節
目
と
な
る
記

念
式
典
に
参
列
し
た
。
行
く
先
々
で
大
歓
迎

を
受
け
た
。
木
古
内
に
残
る
鶴
岡
の
地
名
。

南
洲
神
社
に
眠
る
伴
兼
之
、
榊
原
政
治
の
二

人
の
若
き
荘
内
藩
士
。
荘
内
藩
と
の
歴
史
的

な
つ
な
が
り
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
お
も
て
な

し
の
心
は
厚
く
、
私
は
、
間
違
い
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
と
、
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
。

　

緊
張
が
続
い
た
日
々
を
、
久
し
ぶ
り
に
土

を
い
じ
っ
た
旧
い
こ
い
の
村
庄
内
で
の
作
業

が
癒
や
し
て
く
れ
た
。
私
は
定
植
す
る
だ
け

だ
っ
た
が
、
定
植
の
前
日
（
11
月
８
日
）、

ま
た
、
台
風
が
訪
れ
る
直
前
の
10
月
12
日
に

草
を
刈
り
、
定
植
し
や
す
い
よ
う
に
畝
を
つ

く
る
作
業
が
事
前
に
行
わ
れ
て
い
た
。
約
３

万
球
を
定
植
す
る
作
業
は
、
事
前
準
備
を
含

め
、
一
人
で
は
で
き
な
い
。
歴
史
を
た
ど
れ

ば
社
会
福
祉
法
人
思
恩
会
の
創
立
者
・
五
十

嵐
喜
廣
翁
の
砂
丘
の
開
発
ま
で
つ
な
が
る
。

よ
み
が
え
り
つ
つ
あ
る
懐
か
し
い
砂
地
の
土

地
が
、
誰
か
が
整
備
を
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
が
や
る
の
だ
、「
自
分
ゴ
ト
」
に

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
て
く
れ

た
。

鶴岡市建設工事、測量・コンサルタント業、物品及び役務の入札参加資格審査申請
■申建設工事、測量・コンサルタント業…本所契約管財課☎内線349

物品、役務…同課☎内線333または各地域庁舎総務企画課へ

　市内業者（令和２～４年度）及び市外業者（令和
２・３年度）の入札参加資格審査申請を次のとおり
受け付けます。
■受付場所　本所契約管財課
　　　　　　※ 物品及び役務は各地域庁舎総務企画

課でも受付可。
■受付期間・申請方法
▷ 市内業者　12月16日○月 ～来年１月17日○金 に申請

書を受付場所へ直接お持ちください
▷ 市外業者　来年１月10日○金 ～２月７日○金 に申請

書を受付場所へ直接お持ちいただくか、本所契約
管財課へ郵送してください（２月７日必着）

※詳細は市HP「業者登録」をご覧ください。
※ 受付期間が終了しても随時受付はできますが、受

付期間中の申請でなければ来年４月１日からの登
録とはなりません。
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令和元年度鶴岡市卓越技能者表彰　受賞者を紹介します
■問本所商工課☎内線563

市では、優れた技能で産業界の発展に貢献している方を「卓越技能者」として表彰しています。

〈造園工〉　佐藤 馨 氏（63歳・宝徳）
　日々の仕事の中で技術を研さんし、一
級造園技能士や一級造園施工管理技士等
の資格を取得。石選びのセンスや庭木に
関する知識をいかんなく発揮した美しい
庭造りが高く評価されています。庄内造
園業協会会長や出羽商工会理事、藤島勤
労者福祉協議会会長を務め、造園業界の

技術向上や職人同士の親睦を図ることに
尽力し、産業の発展に貢献しました。ま
た、造園会社の代表として国指定天然記
念物や県指定文化財、鶴岡市天然記念物
の維持にも取り組んでいます。後進への
指導にも長年取り組んでいて、確かな技
術を次世代に伝えています。

〈日本料理調理人〉　延味 克士 氏（51歳・道田町） 
　就業当初は主に西洋料理を学び、その
後に日本料理のすばらしさにひかれ技能
を修得。今年５月の「成都国際フードフ
ェスティバル」では鶴岡市の代表料理人
として出場しました。技能が高く評価さ
れ、「アジア食文化プロモーション大使」
の称号を授与されています。鶴岡庖栄会

理事や山形県日本料理技能士会常務理事、
荘内日本料理技能向上研究会副会長を務
め、講習会等を通じて産業の発展に向け
広く活動しています。若手調理人に対し
て活躍の場を与えるなど教育に注力する
とともに、職場の統括や労務管理に取り
組んでいます。

鶴岡市職員採用試験【令和２年４月１日採用予定】

■問本所職員課☎内線327

■募集職種・受験資格
▷ 保健師（短大卒程度）…昭和60年４月２日以降

に生まれ、保健師免許を取得している方及び令和
２年４月までに取得見込みの方

▷ 看護師（社会人経験者）…昭和50年４月２日以
降に生まれ、看護師免許を有し、医療機関等（福
祉施設を含む）における看護業務の経験が３年以
上ある方

　※ 看護師は、保育園における病児保育業務への従
事を予定しています。なお、人事異動等によっ
て他の業務に従事する場合があります。

■試験日時
　来年１月12日○日 午前10時
■試験会場　
　総合保健福祉センター（にこ♥ふる）

■申込み受付
▷ 12月２日○月 ～16日○月 に、申込書を市役所本所職

員課へ（郵送の場合、16日までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課で交付
▷ 郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請

求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用　
封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで　
もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
封して、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
馬場町９‐25）へ。申込締切りに余裕を持って請
求してください

▷ 市HP「人事・職員採用」からダウンロードするこ
ともできます
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市
政

障
害
者
差
別
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
案

に
係
る
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

■
募
集
期
間　

12
月
18
日
○水
～
来
年
１
月
10

日
○金　

■
公
表
資
料
の
備
え
付
け
場
所　

本

所
福
祉
課
、
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
、
障

害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

■
意
見
の
取
扱
い　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
市

の
考
え
と
と
も
に
後
日
公
表
し
ま
す
。
意
見

の
内
容
以
外
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
個
々
の
意

見
に
対
す
る
直
接
回
答
は
行
い
ま
せ
ん　

■

提
出
方
法
・
■問
直
接
ま
た
は
郵
送
で
本
所
福

祉
課
☎
内
線
１
３
０
ま
た
は

fukushi@
city.tsuruoka.lg.jp

へ　

■他
公
表
資
料
は

市
HP
に
も
掲
載

年
末
年
始
は
各
種
証
明
書
等
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
ま
す

　

12
月
29
日
か
ら
来
年
１
月
３
日
ま
で
、
コ

ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
等
の
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
休
止
し
ま
す
。

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

健
康
・
福
祉

健
康
診
査
受
診
意
向
調
査
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

来
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に

健
康
診
査
を
受
診
す
る
か
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
書
で
す
。
40
歳
以
上
の
男
性
ま
た
は

20
歳
以
上
の
女
性
の
方
が

い
る
世
帯
に
送
付
（
世
帯

主
宛
）
し
て
い
ま
す
。
健

診
内
容
や
記
入
の
仕
方
等

に
つ
い
て
、
同
封
の
説
明

書
を
必
ず
読
み
、
12
月
25

日
○水
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
昨
年
度
の

登
録
内
容
に
変
更
が
な
い
場
合
は
提
出
不

要
）。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

所
得
税
等
の
申
告
用
に 

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

■対
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
（
要
支
援
認

定
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
方
を
扶
養
し
て
い
る
方
（
認
定
書
は
後
日

郵
送
）　

■持
介
護
保
険
証　

■申
本
所
長
寿
介

護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

高
齢
者
世
帯
等
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
（
一
部
）
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
で
、
自

力
で
の
雪
下
ろ
し
が

困
難
な
方　

①
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯　

②
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
世
帯　

③
18
歳
未

満
の
児
童
の
み
を
有

す
る
母
子
世
帯　

④

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

 

令和２年度の市・県民税は、令和元年分の所得及び控除を基に計算されます 
令和２年度から適用される主な市・県民税の税制改正

■問本所課税課☎内線201

所得税の住宅ローン控除の適用期間が 3 年間延長されます

▽  令和元年10月１日～令和２年12月31日の間に居
住を開始し、消費税率10％が適用される住宅取
得等について、所得税の住宅ローン控除の適用期
間が３年間延長されます

▽  11年目以降の３年間は控除額の上限があり、各
年に次のいずれか少ない金額が控除されます

▽  指定対象外の地方団体に対して令和元年 6 月 1 日以降に支出された寄
附金は、ふるさと納税（個人住民税に係る寄附金税額控除）の対象外です

▽所得税の所得控除及び個人住民税の基本控除は対象です

▽対象となる地方団体は、一定の基準に基づき総務大臣が指定します

指定対象外の地方団体に対しての寄附金は、ふるさと納税の対象外です

　①建物購入価格の２％÷３
　②住宅ローンの年末残高の１％
　 ▽  控除期間（11年目から13年目）において所得

税額から控除しきれない額は、現行制度と同じ
控除限度額（下表参照）の範囲内において、個
人住民税から控除されます

指定対象外　大阪府泉佐野市、
静岡県小山町、和歌山県高野
町、佐賀県みやき町、東京都

居住開始年月 控除期間 個人住民税からの控除限度額

平成26年４月～令和元年９月 10年
所得税の課税総所得金額等の７％

（最高13万6,500円）
令和元年10月～令和２年12月 13年

令和３年１月～12月 10年

※ 建物購入価格、住宅ローン年末
残高の控除対象限度額は一般住
宅の場合4,000万円、認定住宅
の場合5,000万円（現行制度と
同水準）です。
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人
情
報
等
は
事
前
に
消
去
し
て
く
だ
さ
い

み
ん
な
の
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す

地
下
水
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

駐
車
場
の
消
雪
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
地

下
水
。
こ
れ
か
ら
も
安
定
的
・
永
続
的
に
使

え
る
よ
う
に
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地
下
水

利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０

12
月
は「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」 

き
れ
い
な
大
気
が
地
球
温
暖
化
の
ブ
レ
ー
キ
で
す

　

冬
季
は
、
暖
房
器
具
や
自
動
車
を
多
く
使

う
た
め
、
窒
素
酸
化
物
が
増
大
し
、
冬
特
有

の
気
象
現
象
に
よ
っ
て
、
大
気
中
の
汚
染
物

質
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
電
気

や
石
油
の
消
費
量
が
増
え
れ
ば
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

も
増
加
し
ま
す
。
大
気
汚
染
と
温
暖
化
の
防

止
の
た
め
、
家
庭
や
職
場
で
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

年
末
年
始
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
！
う
そ
電
話
詐
欺

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
当
に
あ

な
た
の
家
族
か
ら
で
す
か
？
」

▽
還
付
金
詐
欺
「
そ
の
電
話
、
本
物
の
職
員

か
ら
で
す
か
？
」

▽
金
融
商
品
等
取
引
詐
欺
「『
必
ず
儲
か
る
』。

そ
の
話
、
本
当
で
す
か
？
」　

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

世
帯
主
が
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

世
帯　

■
助
成
額　

１
回
に
つ
き
最
高
１
万

６
、
０
０
０
円　

■申
雪
下
ろ
し
作
業
の
前
に

各
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
へ（
雪
下
ろ
し

業
者
へ
の
作
業
依
頼
は
各
自
）　

■問
本
所
長

寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
、
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
７
、
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線

１
５
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
税

保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間
等
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

　

60
歳
ま
で
に
保
険
料
の
未
納
・
免
除
期
間

が
あ
る
た
め
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
な
い
方
や
、
受
給
資
格
期
間
（
１
２
０

月
）
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、
60
歳
以
降

で
も
65
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加

入
し
て
不
足
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
ま
で
任
意
加
入
し

て
も
受
給
資
格
期
間
が
不
足
す
る
方
は
、
70

歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
加
入
者
及
び
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

上
げ
受
給
者
は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

12
月
は
県
内
一
斉
の
納
税
推
進
強
調
月
間
で
す 

市
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

市
税
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
市
税
の
納

付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
便

利
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
人
と

の
公
平
を
図
る
た
め
、
本
来
納
め
る
べ
き
税

額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
発
生
し
た
り
、
差
押

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
１
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
通

知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

今
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
納
付
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
税
の
「
納
付
額
通
知
書
」

を
来
年
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
用
と
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
こ

の
通
知
書
は
、
口
座
振
替
、
窓
口
納
付
を
し

た
方
全
員
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
用
に
納
付
金
額
を
知
り

た
い
方
は
、
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
０
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活

瓦
屋
根
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
応
急
対
策
支
援

事
業
の
対
象
拡
大
・
申
請
期
限
延
長

　

山
形
県
沖
地
震
で
被
災
し
た
住
宅
の
瓦
屋

根
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
応
急
対
策
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
申
請
期
限
を
来
年
２
月
28
日
○金
ま
で

に
延
長
し
ま
す
。

■問
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
７
５
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

っ
て
、
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
12
月
４
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

使
用
済
小
型
家
電
の 

無
料
回
収
を
実
施
し
ま
す

■日
12
月
16
日
○月
～
来
年
１
月
17
日
○金
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
（
30
日
～
３
日
を
除
く

平
日
）　

■
回
収
品
目　

パ
ソ
コ
ン
と
周
辺

機
器
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
モ
ニ
タ
ー
、
プ
リ
ン
タ

ー
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
不
可
）、
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
地
デ
ジ
・
Ｂ
Ｓ
チ
ュ

ー
ナ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ

（
こ
の
８
品
目
以
外

は
回
収
し
ま
せ
ん
）　

■場
・
■問
廃
棄
物
対
策

課
☎
内
線
６
７
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ　

■他
個
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場
合
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。
肉
類
や
卵

を
調
理
す
る
際
は
、
十
分
に
加
熱
（
75
℃
で

１
分
間
以
上
）
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

そ
の
他

令
和
２
年
鶴
岡
市
成
人
式

■日
来
年
１
月
12
日
○日

午
後
１
時
30
分　

■場

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

■対
平
成
11
年
４
月
２

日
～
12
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
（
市
全

域
対
象
）　

■持
案
内
状
（
11
月
に
発
送
）　

■問

社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６
６　

■他
中
学
校

ご
と
写
真
撮
影
あ
り

市
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

子
供
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
社
会
を
目
指
し
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
同
運
動
。
９
８
４
点
の

応
募
の
中
か
ら
次
の
11
人
の
方
々
が
入
賞
し

ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

「
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
自
分
の
気
持
ち　

わ

か
っ
て
あ
げ
よ
う
相
手
の
気
持
ち
」　

佐
々

木
柚
季
さ
ん
（
鶴
岡
四
中
）

▼
優
秀
賞
受
賞
者

　

荒
生
佳
帆
さ
ん
（
鶴
岡
一
中
）、
上
松
直

人
さ
ん
（
鶴
岡
二
中
）、
本
間
麻
菜
佳
さ
ん

（
鶴
岡
三
中
）、小
羽
真
愛
さ
ん
（
鶴
岡
五
中
）、

太
田
奏
美
さ
ん
（
豊
浦
中
）、
冨
樫
絆
乃
さ

ん
（
藤
島
中
）、
田
中
良
空
さ
ん
（
羽
黒
中
）、

本
間
詩
奈
さ
ん
（
櫛
引
中
）、
伊
藤
裕
ノ
介

さ
ん
（
朝
日
中
）、
五
十
嵐
柊
人
さ
ん
（
温

海
中
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

心
当
た
り
の
個
人
・
団
体
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い　

鶴
岡
市
民
憲
章
実
行
顕
彰
候
補
者
募
集

　

鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域

で
善
行
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

▼
一
般
実
行
顕
彰　

■対
長
年
に
わ
た
っ
て
地

域
等
で
市
民
憲
章
の
推
進
に
貢
献
・
尽
力
し

て
い
る
市
民　

■申
来
年
２
月
14
日
○金
ま
で

■
表
彰　

来
年
５
月
の
総
会
開
催
時
に
表
彰

■申
本
所
総
務
課
内
「
鶴
岡
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３
１
４

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
、
次
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業　

■内
エ
ア
コ
ン
他
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備

（
西
荒
屋
地
区
自
治
会
）　

■問

櫛
引
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内

線
２
１
４

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

交
通
事
故
・
雪
の
事
故
に
注
意
！　
　

冬
の
事
故
を
防
止
し
よ
う

▼
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う　

冬
は
路
面
の

凍
結
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
等
で
交
通
事

故
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。
５
分
早
目
に
行

動
し
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
12
月
11
日
○水
～
20
日

○金
は
「
飲
酒
運
転
撲
滅
・
冬
道
の
交
通
事
故

防
止
強
化
旬
間
」
実
施
期
間
で
す
。
交
通
事

故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
年
末

は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
の
事
故
を
防
止
し
よ
う　

路
面
凍
結
時

の
転
倒
や
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
下
ろ
し

時
の
転
落
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
（
市
HP
に

雪
下
ろ
し
業
者
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）。　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
７
９

ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心 

「
年
の
瀬
も
〝
火
の
用
心
〟」

　

何
か
と
慌
た
だ
し
い

年
末
は
、
火
の
元
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

す
。
家
族
み
ん
な
で
火

事
を
出
さ
な
い
よ
う
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
万

が
一
の
火
災
・
救
急
・
救
助
の
際
は
１
１
９

番
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い　

▽
調
理
中
に
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
な
い　

▽
外
出
時
や
寝
る
前
に
は
火
の
元
を
確
か
め

る
　

大
切
な
家
族
と
生
命
を
守
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
・
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
火
災

の
早
期
発
見
が
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
に　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

寒
さ
が
進
み
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
。
注
意
事
項
や
設
置
方
法

等
を
確
認
し
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
給
油
は
完
全
に
火
が
消
え
て
か
ら
行
い
、

給
油
後
は
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
閉
め
る

▽
燃
え
や
す
い
物
を
近
く
に
置
か
な
い
（
洗

濯
物
も
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
）　

▽
燃
料
の
種
類
を
確
認
す
る
（
灯
油
と
ガ
ソ

リ
ン
を
間
違
え
る
と
大
変
危
険
で
す
）

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２　

■他

薪ま
き

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
方
法
は
市
HP

冬
の
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

冬
は
感
染
性
胃
腸
炎
に
よ
る
患
者
が
増
加

し
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
発
生
の

危
険
性
が
高
ま
る
時
期
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
に
は
、
石
け
ん
を

使
っ
た
手
洗
い
が
効
果
的
で
す
。
ト
イ
レ
の

後
、
調
理
や
食
事
の

前
に
は
、
必
ず
手
洗

い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
サ
ル
モ
ネ
ラ

な
ど
の
細
菌
性
食
中

毒
は
冬
で
も
起
こ
る
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民生委員・児童委員を紹介します①（第１～12民生区）

■問本所福祉課☎内線138

（第５民生区の続き）
鳥居町南 遠藤久美 090‐2979‐5265
切添町 伊藤満子 24‐0522
朝暘町北 森岡ふみ 22‐4620
宝田二丁目 ･ 宝田三丁目 土門喜和子 24‐4454
文下 今野弘美 29‐2378
主任児童委員 中村政子 24‐7229
主任児童委員 斎藤留吉 22‐7383
第６民生区（第６学区）
みどり町３区 佐藤均 070‐6955‐3378
みどり町２区 大滝匡生 23‐0820
みどり町１区 本間克史 23‐3846
新海町北 髙橋隆子 090‐4637‐6051
新海町新町 佐藤文子 22‐0353
大西町北 小野丘 23‐1497
大西町南 佐藤豊一 22‐4667
大西町東 池田達枝 24‐0215
西新斎町 工藤くみ子 24‐3920
砂田町 長南ふじ子 25‐0267
道田町北 渡會節子 23‐9561
大塚第１ 齋藤みゑ 22‐8069
大塚第２ 齋藤千代子 25‐2738
美咲町 佐藤裕子 24‐0162
宮田町内会 ･ 谷地田町内会 亀井武 24‐5725
主任児童委員 小野寺淑子 24‐9848
主任児童委員 石塚美代 24‐9083
第７民生区（斎・黄金地区）
斎藤川原 ･ 伊勢横内 三浦孝 22‐7044
勝福寺 ･ 我老林 渡部正之 22‐8834
外内島 井上勲 24‐1733
遠賀原 ･ 八ツ興屋 齋藤文男 22‐9071
青龍寺 ･ 滝沢 ･ 寿 渡部薫 57‐3806
谷定 ･ 上山谷 ･ 金谷 菅原長左エ門 57‐3118
民田 ･ 中橋 金丸裕美 22‐8879
高坂 ･ 新赤 石川秋彦 23‐1736
主任児童委員 齋藤恵美 22‐2707
主任児童委員 井上良子 57‐3802
第８民生区（湯田川・田川地区）
湯田川上 萬年三郎 35‐3551
湯田川下 庄司けい 35‐2800
藤沢 ･ 二ツ谷 後藤与喜雄 35‐3370
中里 ･ 宮野前 ･ 中組 鈴木吉男 35‐2439
行〆 ･ 少連寺 後藤隆 35‐2093
蓮花寺 ･ 東目 ･ 砂谷 眞田昭良 35‐3469

関根 ･ 坂野下 菅原勇一　 35‐3375
主任児童委員 伊藤せつ 35‐2586
主任児童委員 今野玲子 35‐2024
第９民生区（大泉地区）
白山 ･ 清水新田 鈴木みよ 22‐4375
矢馳 ･ 山田・すず風 安在陽子 33‐4053
井岡 ･ 岡山 吉住和子 23‐3360
森片 ･ 下清水 小田弘美 23‐6515
上清水 ･ 中清水 石田久美子 23‐5928
寺田 ･ 小淀川 佐藤守 23‐4050
大淀川 ･ 布目 佐藤新太郎 22‐8713
主任児童委員 佐藤たか子 22‐8850
主任児童委員 石田幸 23‐5922
第10民生区（京田・栄地区）
高田 ･ 北京田 ･ 覚岸寺 阿部真一 22‐7470
西京田 ･ 平京田 ･ 中野京田 大場武雄 22‐6282
安丹 ･ 林崎 五十嵐多 22‐8840
荒井京田 ･ 豊田 ･ 福田 ･ 水上町 山中町子 29‐2098
本田・小京田・野中・馬場添 小南惠子 22‐5010
播磨 ･ 平田 加藤義弥 29‐2299
中京田 ･ 湯野沢 佐藤てい 29‐2384
主任児童委員 長谷川えみ子 22‐8207
主任児童委員 今野誠一 29‐2330
第11民生区（上郷地区）
石山 ･ 楯川原 石原紘子 35‐2331
水沢 瀬尾儀雄 35‐2698
広浜 ･ 大谷 土岐正義 35‐2655
中山 佐藤里 35‐3135
矢引 ･ 中沢 ･ 大荒 齋藤惠美 35‐3205
上京田 ･ 金山 ･ 山口 ･ 竹の浦 ･ 草井谷 難波和博 35‐2298
みずほ 遠藤豊喜 35‐2143
主任児童委員 小松久仁子 35‐3217
主任児童委員 樋口深佳 35‐2630
第12民生区（三瀬・由良・小堅地区）
三瀬１区 菅井ユキ子 73‐2506
三瀬２区 石塚藤恵 73‐2121
三瀬３区 加藤春夫 73‐2616
三瀬４区 齋藤淳子 73‐3270
由良上 遠藤麗子 73‐2574
由良下 遠藤さゆり 73‐2371
小波渡 佐藤久美子 73‐2438
堅苔沢 本間あい子 73‐2721
主任児童委員 川上恵 73‐2035
主任児童委員 和田みどり 73‐3697

▲

民生委員・児童委員は市民と行政等を結ぶつなぎ役として、常に住民の立場に立って相談に応じます▲

主な活動は、①住民の生活状態の把握、②見守り等の訪問活動、③児童の健全育成のための活動などです

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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民生委員・児童委員を紹介します①（第１～12民生区）

　12月 1 日付けで、次の方々が民生委員・児童委員として厚生労働大臣から委嘱されました（担当区域・氏名・
電話番号の順で掲載）。困りごとなど、気軽にご相談ください。

若葉町西部・若葉町北部 梅木葉子 25‐7265
家中新町（南） 松本七重 22‐6999
家中新町（北） 野村茂樹 24‐0413
馬場町 阿部由美子 24‐3322
城北町 押山陽子 24‐7705
城北町東 菅原けい子 24‐2716
大部町 田澤妙子 29‐8028
日和田町一部 ･ 宝田一丁目一部・錦町一部 遠藤峰子 23‐3975
日和田町一部 ･ 大宝寺字日本国・新形町一部 田部井丈 23‐8251
茅原町一部 ･ 茅原字草見鶴 ･ 茅原字中谷地 尾形ひろ美 23‐3304
茅原町一部 ･ 宝田一丁目一部 梅木京子 22‐3837
茅原字西茅原一部 澁谷三郎 24‐6855
茅原字西茅原（市営住宅） 加藤定治 090‐5597‐9342
余慶町・茅原字西茅原一部 和田昭子 29‐7274
主任児童委員 原敏 23‐5355
主任児童委員 田中誉子 26‐7568
第４民生区（第４学区）
幸友会 ･ 鍛冶町 中村知惠子 22‐0132
本町三丁目（南）（11～21番） 渡部道子 23‐0756
本町三丁目（北）（１～10番） 難波昭一 22‐6575
八日町 三浦喜枝 23‐8131
青柳町（西） 吉野進 24‐5138
青柳町（東） 五十嵐直弥 24‐8883
稲生（北） 鎌田博子 23‐5048
稲生（西２） 帯刀由美子 22‐8921
稲生（南） 佐藤新一 22‐0696
稲生（西１） 五十嵐直子 24‐3940
稲生（東） 井上洋子 23‐0763
塔和町内会 眞嶋ゆみ 23‐8182
美原町（南） 友野光雄 23‐5185
美原町（北） 須田和夫 22‐6568
小真木原町 岡部久美子 23‐2152
主任児童委員 鈴木久夫 24‐5699
主任児童委員 成田公子 24‐4712
第５民生区（第５学区）
道形町西 菅原清子 24‐8068
道形町東 福井ユリ子 24‐2037
大宝寺第１ 池田祥子 22‐9655
大宝寺第２ 富樫裕子 24‐4311
末広町東部 阿部和喜 090‐5514‐8575
日吉町西部 ･ 日吉町東部一部 阿部亘 22‐5426
日吉町南部 ･ 日吉町東部一部 田中昌子 23‐7563
宝町中道 渡部祐子 24‐7374
宝町 板垣壯典 22‐7511

第１民生区（第１学区）
本町二丁目東 ･ 三和町北 後藤伸一 22‐0519
本町二丁目一日市会 ･ 本町二丁目七日町 横山邦夫 24‐3844
三和町南 藤井孝子 22‐2864
本町二丁目南部 ･ 睦町第３ 三浦けい子 24‐9340
睦町第１･ 睦町第２ 成田えつ子 23‐0941
三光町南 ･ 三光町正栄会 髙橋輝美 23‐0417
双葉町南 菅原千佳子 22‐8919
双葉町北 阿部教 77‐4142
文園町 五十嵐亜紀 23‐1756
千石町養海塚 和田恵 25‐1899
千石町町海老島温海田 佐藤義勝 22‐1207
千石町藤李 ･ のぞみ町一部 長南朝明 24‐0264
長者町 渡部真喜 22‐1431
城南町（東部 ･ 中部 ･ 南部） 阿部伸 25‐5336
海老島町１ 佐藤美惠子 24‐6588
海老島町２ 渡會一雄 25‐7581
日枝 小池光子 23‐9415
主任児童委員 井上定一 22‐2256
第２民生区（第２学区）
本町一丁目第１･ 本町一丁目第２ 五十嵐和喜 22‐1867
本町一丁目第３･ 昭和町第３ 阿部由美子 23‐3036
昭和町第１・昭和町第２ 鷲田啓一 22‐0894
大東町東 渡部陽子 22‐8974
大東町西 尾形とみ 22‐1718
大東町南 齋藤峯男 24‐0809
大東町北 大塚康子 24‐0825
神明町西 ･ 神明町南 川村武 23‐9419
神明町天神町 佐藤重勝 24‐1610
苗津町 森松雄二 24‐7580
日出町東（日出一丁目・東原町一部）須田弥生 23‐0848
日出町西 五十嵐タエ 23‐2356
東原町 澁谷清 23‐2393
伊勢原町 佐藤喜久子 22‐5377
主任児童委員 臼井冨美 24‐6478
主任児童委員 山田和子 22‐6109
第３民生区（第３学区）
錦町 池田義潤 22‐8488
新形町 佐藤達夫 24‐6760
新形町（西） 阿部史 24‐9152
上畑町南部 佐藤令子 23‐8162
上畑町北部 齋藤順子 23‐7726
泉町 佐藤美和子 22‐4191
若葉町東部・鷹匠町 大泉常井 22‐7934

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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民生委員・児童委員を紹介します②（第13民生区～温海地区）

■問本所福祉課☎内線138

温海地区（温海地域）
一霞 阿部仁美 43‐3077
湯温海１～８部 榎本正雄 43‐3116
湯温海９～16部 大川勝昇 43‐3627
湯温海17～22部 佐藤亘 43‐4163
湯之里１～４区 佐藤嘉典 090‐8452‐7444
湯之里５～17区 鳴海秋雄 43‐3724
温海１～３部 ･11部 髙井美智子 43‐3368
温海４～７部 荒井千代子 43‐3921
温海８～10部 小田正宏 43‐3625
暮坪 ･ 米子 小沼敏子 090‐5355‐2409
宮名 ･ 釜谷坂 本間健一 43‐2578
浜中 剱持忠 43‐2198
槙代 加藤幸子 43‐2401
小国・峠ノ山 佐藤美津子 47‐2628
鈴 佐藤和子 45‐2526
安土 ･ 旧田川 ･ 小菅野代 本間美智子 45‐2546
山五十川南部 鈴木正子 45‐2406
山五十川北部 三浦律子 45‐2623
戸沢 伊藤美代 45‐2549
鼠ヶ関（関） 佐藤てる子 44‐2136
鼠ヶ関（興屋） 佐藤初子 44‐3233
鼠ヶ関（原海）･ 鍋倉 富樫純治 44‐2232
小名部（世帯番号39～末） 鈴木典子 44‐3303
小名部（世帯番号１～38・旧平沢）五十嵐温子 44‐3314
早田 佐藤由佳 44‐2382
小岩川 本間新一 44‐2547
木野俣 伊藤富博 47‐2561
温海川 五十嵐裕子 47‐2840
越沢 野尻兵一 47‐2439
関川 五十嵐茂久 47‐2472
菅野代 白幡きく江 47‐2827
主任児童委員 榎本明子 43‐3389
主任児童委員 佐藤節子 44‐2358

▲

民生委員・児童委員は市民と行政等を結ぶつなぎ役として、常に住民の立場に立って相談に応じます▲

主な活動は、①住民の生活状態の把握、②見守り等の訪問活動、③児童の健全育成のための活動などです

（櫛引地区の続き）
黒川中 榎本久 57‐2869
松根 上野京子 57‐2663
宝谷 本間与一 57‐4245

代 眞田光壽 57‐4135
田代 佐々木和義 57‐3830
馬渡 菅原修子 57‐3708
上山添 菅原秀子 57‐4117
中田・常盤木 伊藤栄子 57‐2829
西荒屋 鈴木よし 57‐4011
板井川 五十嵐誠一 57‐2489
西片屋 平藤京子 57‐3902
東荒屋南 佐藤正 57‐3431
東荒屋北 井上実 57‐2474
桂荒俣 ･ 三千刈 亀井伍郎 57‐4354
下山添南 佐藤よし 57‐2463
下山添北 新楯瑞惠 57‐5071
丸岡 上野はつ子 57‐3150
主任児童委員 遠藤良司 57‐4395
主任児童委員 成田恵子 57‐2321
朝日地区（朝日地域）
松ヶ崎 ･ 寿岡 嶋尾和夫 55‐2651
繁岡 佐藤千鶴子 55‐2426
荒沢 ･ 鱒淵 ･ 上田沢（上） 佐藤貫三 55‐2075
上田沢（下） 山口弘美 58‐6017
倉沢 大瀧博勝 55‐2530
下田沢 ･ 大平 ･ 松沢 小野寺すみ 55‐2514
大針上・中・下 難波久男 53‐3358
砂川 中村和男 53‐2008
行沢 上野ゆみ 53‐2614
上本郷 齋藤友子 53‐2274
下本郷 難波おしん 53‐2180
上名川 ･ 三栗屋 難波きみ 53‐2609
下名川 渡部千代 53‐3149
落合 安達満美 53‐3395
熊出上 ･ 中 ･ 下 佐藤昭一 53‐2578
田麦俣 渋谷一志 54‐6103
関谷 ･ 上村 ･ 下村 渡部力雄 54‐6015
中村 渡部英樹 54‐6345
中入 ･ 立岩 ･ 越中山 ･ 谷口 渡部よき子 53‐2738
中野新田 ･ 野中 有賀光治 53‐2015
漆原 ･ 沖田 ･ 北野 小野寺誠二 53‐2176
主任児童委員 土田三香子 55‐2674
主任児童委員 小野寺浩美 55‐2853

　幸せの芽生えを示す四つ葉のクロ
ーバーと、民生委員の「み」の文字
と児童委員を示す双葉を組み合わせ
かたどった平和のシンボルの鳩

はと

が、
愛情と奉仕を表しています。民生委
員・児童委員は、このマークの徽

き

章
を胸に活動しています。

民生委員・児童委員マーク

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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民生委員・児童委員を紹介します②（第13民生区～温海地区）

　12月１日付けで、次の方々が民生委員・児童委員として厚生労働大臣から委嘱されました（担当区域・氏名・
電話番号の順で掲載）。困りごとなど、気軽にご相談ください。

第13民生区（加茂・湯野浜地区）
東町 ･ 緑町 ･ 新地 ･ 新屋敷 ･ 登町 山口惠美 33‐3399
荒町 ･ 岡町 ･ 浜町 ･ 金浜 ･ 今泉 秋野キミ子 33‐4514
下仲町 ･ 新町 ･ 泊町 ･ 金沢 佐藤誠子 33‐2085
油戸 佐藤篤子 33‐4524
湯野浜本町 ･ 宮沢 伊藤喜和子 76‐3610
湯野浜 2 町内 井龍敬子 76‐3403
湯野浜 3 町内 小野隆 75‐2913
主任児童委員 佐藤恵美子 33‐4535
主任児童委員 工藤博喜 75‐2064
第14民生区（大山・西郷地区）
向町 ･ 鍛冶町 ･ 平成町 鈴木美奈子 33‐3100
浦町 ･ 染屋町 ･ 上本町 廣田裕子 38‐1065
上栄町 ･ 栄町 奥井マツ 33‐2149
天保町 ･ 銅片町 ･ 大工町 安野郁夫 090‐6780‐1897
木七町 ･ 二才山 ･ 南町 岡村京子 33‐3568
西町 ･ 安良町 ･ 新町 阿部琴枝 33‐3680
山の手 成瀬廣子 33‐3378
殿町 ･ 下本町 大滝明 33‐0755
栃屋 ･ 下興屋 ･ 上天保恵 黒坂信勝 33‐0337
菱津 本間文夫 33‐0563
下小中 ･ 中楯 照井安美 33‐0556
馬町 太田みやゑ 33‐0641
米出 ･ 柳原 ･ 中柳原 ･ 友江町 荻原一男 33‐0738
下川上 ･ 下川中一部 本間幸 33‐1014
下川中一部 ･ 下川下 ･ 学校前 本間和子 33‐1040
千安京田･面野山･辻興屋（学校前を除く）阿部和廣 76‐2327
西茨新田 ･ 東茨新田 ･ 道地 野村正行 76‐1155
西沼 ･ 長崎 佐藤淳己 75‐2162
七窪 ･ 松並一部 奥山千里 75‐2565
松並一部 五十嵐正志 76‐3539
主任児童委員 長谷川玲子 33‐0866
主任児童委員 宮田美保子 76‐1154
藤島地区（藤島地域）
上町一区 本間正実 64‐3076
上町二区 佐藤信善 64‐3373
新町 尾﨑稔 64‐5207
駅前南部 北山由美 64‐5051
駅前北部 伊藤斉 64‐5763
中町一区 土肥誠一 64‐2498
中町二区 今野ひとみ 64‐2690
下町 佐々木美枝子 64‐5040
藤の花 大野正市 64‐6067
古郡・大川渡・谷地興屋 加藤剛 64‐2192

下中野目 ･ 野田目 ･ 越後京田 池田寛一 64‐3394
藤岡 ･ 須走 齋藤清一 64‐4455
三和 五十嵐俊道 64‐3717
新屋敷 ･ 上平形 ･ 下平形 山口勝彦 64‐4470
添川１区･添川２区･添川３区 石向りつ子 64‐2592
添川４区 ･ 添川５区 上林孝子 64‐3149
鷺畑 ･ 千原 ･ 下蛸井 廣井節子 64‐3359
東堀越 1 区 ･ 東堀越 2 区 秋庭すみ 64‐3476
上蛸井 ･ 上中野目 冨樫俊子 64‐2799
無音 ･ 関根 ･ 楪 阿部直子 64‐3786
八色木上 半澤正昭 64‐5526
八色木下 石川紀 64‐4686
豊栄 成田順子 64‐5010
小中島 石川恭子 64‐4148
上新田 ･ 温泉 板垣和子 64‐5492
西小路 ･ 表小路 堀口俊一 64‐5490
中組 ･ 十文字 齋藤初子 64‐5505
宮東 ･ 下通 大沼政雄 64‐4088
東渡前 ･ 西渡前 成澤弘明 64‐4367
和名川 ･ 砂塚 ･ 上藤島 東海林良哉 64‐1341
宝徳 ･ 幕野内 ･ 箕升新田 成澤陽子 64‐2288
大半田 佐藤裕一 25‐1342
主任児童委員 前田範子 64‐2177
主任児童委員 近藤比呂子 64‐3908
羽黒地区（羽黒地域）
古墓町 ･ 上長屋町 ･ 羽黒山 大川清明 62‐3062
桜小路 ･ 下長屋町 ･ 亀井町 清水孝 62‐2075
八日町 ･ 松原町・執行坂一部 前田明 62‐2366
上川代・中川代・下川代・海谷森・執行坂一部・泉野一部 佐藤久雄 62‐4254
市野山 ･ 美野和 ･ 玉川 ･ 清水 ･ 大口 相澤司 62‐2222
坂ノ下 ･ 戸野 ･ 中里 ･ 町屋 金内美代 62‐3713
染興屋･金森目･川行･小増川･鎌田 野口儀一 62‐3077
増川新田・山荒川 ･ 東荒川 榎本トヨ 62‐2175
河原・中屋・楯東・松尾・桜野 榎本光男 62‐2570
下馬渡・石野新田・高寺 加藤真由美 62‐2567
猪俣新田 ･ 松ケ岡 鈴木惠子 62‐3240
上野新田 ･ 三軒屋 ･ 東山 鈴木りつ 62‐4010
細谷 ･ 押口 ･ 瑞穂 庄司直志 23‐2643
赤川・三ツ橋・緑ケ丘・希望ケ丘 佐藤伸 62‐2393
主任児童委員 阿部知佳子 62‐2276
主任児童委員 青木道雄 24‐2553
櫛引地区（櫛引地域）
黒川上 釼持恵子 57‐3800
王祗 遠藤薫 57‐2692

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

羽黒 NOBODY��KNOWS　鶴岡公演

＜出羽三山神社三神合祭殿＞

日本遺産を活用し「日本の自然と技、自然と祈
り」をテーマに、全国６か所で開催された伝統
芸能の特別公演。山伏と出演者の対談や能楽の

11.２
上演、篠笛とギターの演奏を聞きながら修験道
の心の整え方や体の使い方を学ぶ講座など、参
加者は全身で日本の伝統文化を体感しました。

読み聞かせを楽しんだ後、ぬいぐるみは
館内にお泊まり。翌日、お気に入りの絵本
を借りたぬいぐるみを迎えに行きました。

10.19

＜図書館櫛引分館＞

羽黒 羽黒山石段マラソン全国大会

県内外から多くのランナーが参加。宿坊
街を走り抜け、急勾配に苦しみながらも
山頂までの2,446段を駆け上がりました。

10.20

＜羽黒山周辺＞

櫛引 ぬいぐるみのおとまり会
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「おいしいね！」。平成19年に始まった
食材での相互交流。甘くホクホクとした
かぼちゃサラダを味わい大満足でした。

10.23

藤島 姉妹都市・北海道名寄市産かぼちゃ給食

＜写真：渡前小＞

朝日 森と遊ぼう！ネイチャーゲームとなめこ収穫

夢中でナメコを収穫し、あっという間に
袋がいっぱいになり大喜び。遊びや体験
を通し自然の仕組みを楽しく学びました。

10.27

＜大鳥地内＞

温海 地域デザイン講演会

雑誌編集長の指出正一氏を講師に迎え、
交流以上・定住未満の「関係人口」を呼
び込む地域活性化について学びました。

10.26

＜温海温泉林業センター＞

市内 ピアノ巡礼

市内各地で長年大切にされてきたピアノ
を即興演奏。観客は音の響きに耳を傾け、
刻まれてきた歴史に思いをはせました。

10.27

＜写真：羽黒・芸術の森＞

温海 アツミラーメンフェス

あつみ温泉のラーメン店３店舗が一同に
会する初開催のイベント。各店自慢の味
を食べ比べする多くの人で大盛況でした。

11.10

＜あつみ温泉朝市広場＞

鶴岡市に震災見舞金が贈呈された後、チ
ーム対抗戦がスタート。真剣勝負で共に
汗を流し、友好のきずなが深まりました。

11.４

＜藤島体育館＞

藤島 江戸川区・鶴岡市ママさんバレーボール交流
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ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

文
化
部
所
属
の
高
校
生
が
活
動
成
果
を
展
示
・
発
表 

高
校
生
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
展
13

■日
12
月
14
日
○土
～
22
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
16
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■内
▽
展
示
…
華
道
、

自
然
科
学
、
合
唱
、
書
道
、
新
聞
、
文
芸
、

写
真
、
美
術
・
工
芸
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、

Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス　

▽
発
表
…
茶

道
（
14
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時
、
４
０

０
円
）、
演
劇
（
14
日
○土
午
後
４
時
）、
合
唱

（
15
日
○日
午
前
10
時
）、
吹
奏
楽
（
15
日
○日
午

後
２
時
）、
郷
土
芸
能
（
22
日
○日
午
後
２
時

30
分
）　

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
ま
た
は

鶴
岡
中
央
高
校
内
庄
内
地
区
高
等
学
校
文
化

連
盟
☎
25
‐
５
８
６
１
へ

鶴
岡
北
高
校
音
楽
部
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱
も
同
時
開
催 

森
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！

■日
12
月
15
日
○日
午
後
１
時　

■場
マ
リ
カ　

■定

先
着
30
人　

■師
安
藤
由
紀
子
氏
（
リ
ー
ス
工

芸
家
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
万
能
は
さ

み
等　

■申
鶴
岡
市
開
発
公
社
内
「
マ
リ
カ
西

竹
原
幸
太
氏
（
公
益
大
教
授
）、
森
木
三
穂

氏
（
鶴
岡
高
専
助
教
）、
浦
川
修
司
氏
（
山

大
農
学
部
教
授
）　

■申
本
所
政
策
企
画
課
☎

内
線
５
２
４

郷
土
の
お
だ
し 

納
豆
汁
作
り

（
新
米
つ
や
姫
ご
は
ん
と
共
に
）

■日
12
月
７
日
○土
午
前
11
時　

■定
16
人　

■費
８

０
０
円　

■場
・
■申
12
月
１
日
○日
か
ら
ふ
じ
し

ま
市
場
た
わ
ら
や
☎
64
‐
３
０
９
３
へ

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ′
ｓ 

ゼ
ロ
か
ら
始

め
る
サ
ル
サ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■日
12
月
７
日
○土
午
後
６
時　

■場
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

Ｉ
ｎ　

Ｏ
ｎ
ｅ　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
サ

ル
サ
友
の
会

劇
場
版
ビ
デ
オ
上
映
会 

『
日
本
人
な
ら
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
を
観
て
聴
い
て
み
ろ
！
』

■日
12
月
７
日
○土
午
後
６
時
45
分　

■場
鶴
岡
ま

ち
な
か
キ
ネ
マ　

■定
１
６
５
人　

ク
ラ
ス
分
け
は
あ
り
ま
せ
ん　
　
　

忘
年
囲
碁
大
会

■日
12
月
８
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
勤
労
者

会
館　鶴

岡
市
民
俗
芸
能
交
流
発
表
会

■日
12
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■
出
演　

黒
川
能
下
座
、
大
山
い
ざ

や
巻
保
存
会
、
六
所
神
社
獅
子
舞
保
存
会
、

安
全
祈
願
祭
、
餅
の
振
る
舞
い
、
リ
フ
ト
無

料
開
放
（
午
後
４
時
ま
で
）。
シ
ー
ズ
ン
券

は
、
た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場
で
提
示
す
る

と
、
１
月
31
日
○金
ま
で
ナ
イ
タ
ー
券
を
半
額

で
購
入
可
、
２
月
１
日
○土
か
ら
ナ
イ
タ
ー
券

と
し
て
利
用
可

▼
羽
黒
山
ス
キ
ー
場　

■日
12
月
21
日
○土
正
午

～
来
年
３
月
１
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
12
月
22
日
○日
か
ら
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

と
年
末
年
始
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
）　

■問

同
ス
キ
ー
場
☎
62
‐
２
１
５
２
、
休
暇
村
庄

内
羽
黒
☎
62
‐
４
２
７
０
ま
た
は
羽
黒
庁
舎

産
業
建
設
課
☎
26
‐
８
７
７
６
へ　

■他
12
月

21
日
○土
は
リ
フ
ト
無
料
開
放　

▽
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
募
集　

来
年
度
の
羽
黒

山
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
る
同
ス
キ
ー
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を
Ｐ
Ｒ
す
る
親
し
み
や
す
い

も
の
。
詳
細
は
HP

▼
た
ら
の
き
だ
い
ス
キ
ー
場　

■日
12
月
21
日

○土
～
来
年
３
月
１
日
○日　

■時
平
日
…
午
後
５

時
～
９
時　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
…
午
前
９
時
～
午
後
９
時　

■問
同
ス
キ

ー
場
☎
57
‐
５
４
７
０
ま
た
は
櫛
引
庁
舎
産

業
建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
５
へ　

■他
シ
ー
ズ

ン
券
は
営
業
で
き
な
い
日
及
び
３
月
２
日
○月

か
ら
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
で
利
用
可

庄
内
の
未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
へ
～
私
た
ち
の
取
り
組
み
～

「
知
の
拠
点
庄
内
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
12
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
１
５
０
人　

■内

▽
基
調
講
演
…
山
中
大
介
氏
（
ヤ
マ
ガ
タ
デ

ザ
イ
ン
㈱
代
表
取
締
役
）　

▽
発
表
…
斎
藤

輪
太
郎
氏
（
慶
大
先
端
生
命
研
特
任
教
授
）、

催
し

大
宝
館
、
致
道
博
物
館
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す 

鶴
岡
冬
ま
つ
り 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
来
年
２
月
29
日
○土
ま
で
の
午
後
４
時
30
分

～
10
時
（
12
月
31
日
○火
は
翌
朝
７
時
ま
で
点

灯
）　

■問
本
所
観
光
物
産
課
内「
同
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
４
５

ス
キ
ー
場
情
報

▼
湯
殿
山
ス
キ
ー
場　

■日
12
月
７
日
○土
～
来

年
3
月
31
日
○火
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

（
３
月
の
毎
週
水
曜
日
は
休
業
）　

■問
同
ス
キ

ー
場
☎
54
‐
６
４
５
０　

■他
12
月
７
日
○土
は

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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『
密
謀
』
か
ら
一
篇ぺ

ん　

 

■費
入
館
料　

■場
・
■問

同
館
☎
29
‐
１
８
８
０　

朝
日
地
域
産
そ
ば
粉
で
そ
ば
３
人
前
を
作
り
ま
す

年
越
し
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
12
月
30
日
○月
・
31
日
○火
午
前
10
時
、
午
後

１
時　

■定
各
回
先
着
８
組　

■費
１
人
１
、
５

０
０
円　

■場
・
■申
12
月
25
日
○水
ま
で
そ
ば
処

大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３
へ

鶴
岡
市
新
年
名
刺
交
換
会

■日
来
年
１
月
６
日
○月
午
前
11
時　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■定
先
着
６
０
０
人　

■費
１
、

０
０
０
円　

■申
12
月
10
日
○火
ま
で
本
所
総
務

課
☎
内
線
３
１
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
へ

新
酒
の
地
酒
と
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
も
同
時
開
催

鶴
岡
市
市
政
報
告
会

■日
来
年
２
月
７
日
○金
午
後
６
時　

■場
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル
船
堀
（
江
戸
川
区
）　

■内
鶴
岡
市
長

に
よ
る
市
政
報
告
等　

■費
大
人
…
３
、
０
０

０
円　

学
生
…
１
、
０
０
０
円　

■申
来
年
１

月
15
日
○水
ま
で
鶴
岡
市
東
京
事
務
所
☎
03
‐

５
６
９
６
‐
６
８
２
１
へ

羽
黒
山
松
例
祭

■日
・
■内
・
■場
▽
12
月
31
日
○火
午
後
３
時
…
綱

ま
き
（
庭
上
）　

４
時
…
除
夜
祭
（
本
殿
）　

６
時
…
松
例
祭
本
殿
祭
・
蜂
子
神
社
祭
（
本

殿
・
蜂
子
神
社
）　

７
時
…
綱
さ
ば
き（
補
屋
）　

８
時
30
分
…
験
縄
行
事
・
砂
は
き
渡
し
（
庭

館
管
理
組
合
」
☎
22
‐
９
０
６
９　

■他
合
唱

は
午
後
２
時
か
ら
（
入
場
無
料
）

鶴
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
天
主
堂 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
９

■日
12
月
15
日
○日
午
後
２
時　

■場
同
教
会　

■

出
演　

鶴
岡
室
内
合
奏
団　

■費
大
人
…
１
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
・
■問
鶴
岡
楽
器
㈱
☎
22
‐

１
３
１
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

女
性
の
た
め
の
起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
12
月
15
日
○日
午
後
２
時　

■内
講
演
「
女
性

の
起
業
が
働
き
方
を
変
え
る
～
子
連
れ
出
勤

と
い
う
多
様
な
就
業
ス
タ
イ
ル
～
」
光
畑
由

佳
氏
（
㈲
モ
ー
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役
）、
起

業
経
験
談
＆
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
、
支
援
施
策
紹

介
、
交
流
会
・
起
業
相
談　

■場
・
■申
同
セ
ン

タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

産
業
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
12
月
17
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

独
立
拠
点
都
市
圏
（
グ
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
）
構

築
戦
略
」
神
尾
文
彦
氏
（
㈱
野
村
総
合
研
究

所
社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
部

長
）　

■申
鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
４
５
３

劇
団
麦
の
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
朗
読
し
ま
す

藤
沢
周
平
記
念
館 

館
内
朗
読
会　
　

■日
12
月
21
日
○土
、
来
年
１
月
18
日
○土
、
２
月

15
日
○土
午
後
２
時　

■定
各
日
30
人　

■内
各
日

　

チケット料金（全席指定・税込）
≪一般≫ 5,800円　
≪学生≫ 3,000円（要学生証／25歳以下）
　※当日券は各500円増し。
　※ 未就学児は入場不可。託児サービスあり（先着

順。チケット購入確定後に申込み）。
チケット販売
市民先行エントリー（１人４枚まで購入可能）
●販売方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ　 
●受付期間　12月10日（火）午前10時～28日（土）
　※申込み多数の場合は抽せん。当落結果をメール　 
　　で通知。
　※インターネット環境がない方は要問合せ。
●�チケット引換え　来年１月９日（木）～19日（日）

に同館へ（クレジットカード不可）　　　　　

来年３月 14 日（土）  開演 13：30　 荘銀タクト鶴岡 大ホール

◎問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

2019年度自主事業

一般販売（１人４枚まで購入可能）
●販売・引換え方法　
　①荘銀タクト鶴岡ホームページ（座席指定不可）
　※購入確定から２週間以内に同館へ（クレジットカー 
　　ド不可）。
　※希望者には代金引換で郵送（手数料600円はお客様 
　　負担）。　
　②荘銀タクト鶴岡窓口（座席指定可）
　③チケットよしもと（予約問合せダイアル☎0570‐ 
　　550‐100〈午前10時～午後 7 時〉）
　　▷ネット予約：チケットよしもとホームページ
　　▷電話予約：☎0570‐550‐100
　　　（要Ｙコード：108384〈24時間受付〉）
　　▷直接購入：Famiポート（ファミリーマート端末）
●販売開始　来年１月25日（土）午前10時から先着順　　　　　　

出演
【ONE-MAN��TALK��SHOW】
芸人がたった一人で繰り広げるスタンダップ
トークショー。出演者は近日公開！
【ロング即興ショー】
竹若（バッファロー吾郎）、修士（２丁拳銃）、
森本（ニブンノゴ！）、大川（ニブンノゴ！）、
山本（ロバート）、林（かたつむり）
【ショート即興ショー】
大地（ダイノジ）、きょん（ラフレクラン）、松
浦（スパイク・鶴岡出身）、小川（スパイク）、ジャ
ンボたかお（レインボー）、池田（レインボー）
※都合により出演者が変更になる場合があります。

台本なし。道具なし。そこにあるのは芸人の腕とパフォーマンスのみ。「即興だけで創り上げるショー」鶴岡初開催！ジ・エンプティ ステージ



22

～
13
日
○月　

■時
午
前
10
時
（
初
日
は
９
時
30

分
）　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■対
小
学

生
先
着
30
人　

■費
３
、
５
０
０
円　

■申
同
ス

ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９
４
ま
た
は
鶴
岡
市

体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

長
靴
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
来
年
1
月
７
日
～
2
月
25
日
の
火
曜
・
木

曜
日
の
夜　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■対

18
歳
以
上
の
男
女
８
人
以
上
の
混
合
チ
ー
ム　

■申
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９
４
ま
た
は

鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

■日
来
年
１
月
11
日
○土
・
12
日
○日
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時　

■場
湯
殿
山
ス
キ
ー
場　

■対

ス
キ
ー
…
初
心
者
～
中
級
者
20
人　

ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
…
初
心
者
10
人　

■費
２
日
…
４
、
０

０
０
円　

１
日
…
２
、
５
０
０
円　

■申
同
ク

ラ
ブ
☎
53
‐
３
３
０
２　

■他
別
途
リ
フ
ト
代

コ
ア
（
体
幹
）
を
鍛
え
よ
う
！ 

開
脚
道
教
室
（
全
９
回
）

■日
来
年
１
月
15
日
か
ら
の
水
曜
日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
８
、
０
０
０

円　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等　

■申
鶴
岡
市
民
健
康

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー 

１
月
コ
ー
ス
（
全
２
回
）

■日
来
年
1
月
22
日
○水
正
午
、
２
月
12
日
○水
午

後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
糖
尿
病

た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
地
域
で
で

き
る
こ
と
～
」
堀
川
俊
一
氏
（
前
高
知
市
保

健
所
長
）、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
で
み
ん
な

元
気
」
髙
野
澄
江
氏
（
い
き
い
き
百
歳
応
援

団
副
理
事
長
）　

▽
事
例
紹
介
・
パ
ネ
ル
討

議
…
「
地
域
で
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
に
」
小
林
ま
ゆ
み
（
鶴
岡
市
健

康
課
長
）、
堀
川
俊
一
氏
、
髙
野
澄
江
氏
、

三
浦
次
雄
氏
（
筋
ト
レ
サ
ー
ク
ル
粋
々
男

塾
）、
田
中
愛
美
氏
（
富
樫
歯
科
医
院
歯
科

衛
生
士
）、石
井
美
喜（
鶴
岡
市
長
寿
介
護
課
）

■申
12
月
13
日
○金
ま
で
慶
大
先
端
生
命
研
☎
29

‐
０
８
０
５
ま
た
は
本
所
政
策
企
画
課
☎
内

線
５
２
４
へ

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
の
交
流
会 

が
ん
患
者
と
家
族
の
会「
ほ
っ
と
広
場
」

■日
12
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内
茶
話
会
、
鈴
木
院
長
先
生
と
話
そ
う　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

卓
球
台
６
台
を
開
放
し
ま
す　
　
　

卓
球
場
無
料
開
放
の
ご
案
内

■日
12
月
31
日
○火
午
後
６
時
30
分
～
午
前
０
時
、

来
年
１
月
１
日
○水
～
３
日
○金
午
前
９
時
～
午

後
10
時（
１
回
２
時
間
ま
で
。グ
ル
ー
プ
使
用

は
２
台
ま
で
）　

■持
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
等　

■場
・
■問
双
葉
卓
球
ク
ラ
ブ
☎
24
‐
８
０
１
１　

初
心
者
対
象
短
期
ス
ケ
ー
ト

教
室
（
各
コ
ー
ス
全
３
回
）

■日
12
月
コ
ー
ス
…
12
月
21
日
○土
・
22
日
○日
・

28
日
○土　

１
月
コ
ー
ス
…
来
年
１
月
11
日
○土

あ
り
）　

■問
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐
８
１

３
１
ま
た
は
同
ス
ケ
ー
ト
場
☎
23
‐
５
６
９

４
へ　

■他
12
月
７
日
○土
・
８
日
○日
は
滑
走
料

無
料
（
貸
靴
料
は
有
料
、
団
体
割
引
な
し
）

認
知
症
の
ミ
ニ
講
話
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流
や
相
談　
　
　

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
12
月
５
日
○木
、
来
年
１
月
９
日
○木
午
前
10

時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■費
１
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま

で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
①
12
月
9
日
○月　

②
12
月
14
日
○土

③
来
年
1
月
20
日
○月　

■時
①
③
午
後
７
時

②
午
前
10
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

12
月
・
来
年
1
月
の
毎
週
2
回　

■時
午
後
２

時
・
７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

12
月
12
日
○木
、
来
年
1
月
９
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
12
月
18
日
○水
午
後
２
時
30
分
、

来
年
1
月
15
日
○水
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
セ
ミ
ナ
ー
「
め
ざ
そ

う
！
健
康
長
寿
～
フ
レ
イ
ル
予
防
最
前
線
～
」

■日
12
月
15
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
２
５
０
人　

■内

▽
基
調
講
演
…
「
元
気
で
長
生
き
！
～
そ
の

上
）　

10
時
45
分
…
験
競
（
本
殿
）　

11
時
…

大
松た
い
ま
つ明
引
き
（
庭
上
）　

▽
来
年
１
月
１
日

○水
午
前
０
時
…
国
分
神
事
・
火
の
打
替
神
事

（
同
）　

■問
出
羽
三
山
神
社
☎
62
‐
２
３
５
５　

■他
庭
上
で
主
な
神
事
を
説
明
。
天
気
に
よ
っ

て
通
行
規
制
あ
り
。
臨
時
バ
ス
運
行

上
野
千
鶴
子
講
演
会
「
新
し
い
時

代
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
」

■日
来
年
３
月
７
日
○土　

■場
三
川
町
公
民
館

■時
・
■内
午
前
10
時
30
分
…
映
画
『
何
を
怖
れ

る
』
上
映　

午
後
１
時
30
分
…
講
演
会
、
伊

藤
眞
知
子
氏
（
公
益
大
教
授
）
と
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン　

■費
５
０
０
円　

■持
入
場
券

■申
来
年
１
月
16
日
○木
か
ら
社
会
教
育
課
☎
57

‐
４
８
６
６
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

高
校
生
以
上
が
対
象　
　
　
　
　
　
　

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
利
用
資
格
講
習
会

■日
12
月
４
日
○水
・
20
日
○金
、
来
年
１
月
８
日

○水
・
24
日
○金
午
後
７
時　

■費
３
１
０
円　

■場

・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

高
校
生
以
下
は
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
滑
走
料
が
無
料　

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

■日
12
月
７
日
○土
～
来
年
３
月
１
日
○日　

■時
平

日
…
午
後
１
時
～
６
時　

土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
（
元
日
は
休
み
）
…
午
前

10
時
～
午
後
７
時　

■費
大
人
…
５
３
０
円

高
校
生
等
…
３
２
０
円　

中
学
生
以
下
…
２

１
０
円　

貸
靴
料
…
３
２
０
円
（
団
体
割
引
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就
園
児
（
①
平
成
30
年
12
月
～
令
和
元
年
５

月
生
ま
れ　

②
平
成
31
年
１
月
～
令
和
元
年

６
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
赤
ち

ゃ
ん
ヨ
ガ
（
■師
上
野
和
佳
氏
）　

②
す
こ
や

か
ネ
ッ
ト
出
前
子
育
て
懇
談
会
と
歌
と
体
操　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
12
月
12
日
○木
ま
で

②
12
月
18
日
○水
～
来
年
１
月
16
日
○木

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
同
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

南
部
児
童
館　

み
な
っ
く
る

▼
小
学
生
集
ま
れ
！
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大

会　

■日
12
月
14
日
○土
午
後
２
時　

■内
小
学
生

の
部
と
大
人
の
部　

■師
魁
拿
道

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
親
子
で
ク
リ
ス

マ
ス
を
楽
し
も
う
！　

■日
12
月
20
日
○金
午
前

10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
ツ
リ

ー
飾
り
、
工
作
、
歌
、
お
楽
し
み
会

▼
共
通　

■場
・
■申
12
月
２
日
○月
か
ら
同
館
☎

64
‐
１
９
０
０
へ

具
は
鱈
の
み
！
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
こ
だ
わ
り
の
寒
鱈
汁
を
味
わ
お
う
！

ひ
ろ
っ
ぴ
あ 

こ
ど
も
寒
鱈
ま
つ
り

■日
来
年
１
月
12
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後

１
時
30
分　

■対
幼
児
・
小
学
生
親
子
、小
学
生
、

自
由
来
館
者　

■内
解
体
見
学
、
会
食
、
ク
イ

ズ
等　

■費
前
売
り
券
２
５
０
円
（
先
着
70
杯
。

12
月
７
日
○土
か
ら
同
館
へ
）　

■持
チ
ケ
ッ
ト
、

軽
食
等　

■場
・
■問
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

子
供
の
発
達
や
成
長
に
関
す
る
相
談
会

に
こ
に
こ
相
談

■日
来
年
１
月
16
日
○木　

■場
鶴
岡
養
護
学
校

■申
12
月
23
日
○月
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学

校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

施
設
の
催
し

致
道
博
物
館

▼
鶴
岡
書
道
会
会
員
展　

■日
12
月
1
日
○日
～

12
日
○木

▼
新
収
蔵
品
展　

■日
12
月
14
日
○土
～
来
年
２

月
11
日
○火　

■内
根
上
富
治
、
真
嶋
北
光
、
石

井
弥
一
郎
、
黒
崎
研
堂
な
ど　

▼
冬
期
間
（
12
月
～
２
月
）
の
開
館
時
間
・

休
館
日　

■時
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■
休

館
日　

水
曜
日

▼
共
通　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学
生
…
４

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
水
香
お
ど
り　

■日
12
月
９
日
○月
・
16
日
○月

・
23
日
○月
午
前
９
時
30
分

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会　

■日
12
月
９
日
○月
・
10

日
○火
・
16
日
○月
・
17
日
○火
・
23
日
○月
・
24
日

○火
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
編
物
教
室　

■日
12
月
９
日
○月
・
23
日
○月
午

後
１
時
30
分

▼
健
康
相
談　

■日
12
月
12
日
○木
・
19
日
○木
・

26
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６

く
る
み
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）
等　

■申
健
康
課

☎
内
線
３
７
４

ま
ん
ま
ル
ー
ム 

12
月
の
講
座 

「
親
子
で
ふ
れ
あ
う
絵
本
と
あ
そ
び
」

■日
12
月
４
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■師
大
山
児

童
館
長　

■場・■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
ク
リ
ス
マ
ス
公
開

『
サ
ン
タ
さ
ん
み
ー
つ
け
た
』（
子
供
向
け
）

■日
12
月
７
日
○土
・
８
日
○日
・
14
日
○土
午
前
11

時
、
午
後
１
時
30
分
・
３
時　

■定
各
回
先
着

78
人　

■内
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
や
お
話
、
冬
の

星
空
解
説
等　

■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

■場
・
■問
中
央
公

民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊

び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日

12
月
８
日
○日
、
来
年
１
月
18
日
○土
午
前
９
時

～
正
午

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
12
月
12
日

○木　

②
来
年
１
月
16
日
○木　

■時
午
前
10
時

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
元
年
６
月
～
８
月
生

ま
れ　

②
元
年
７
月
～
９
月
生
ま
れ
）
と
そ

の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦

■内
①
触
れ
合
い
遊
び　

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
（
■師
上
野
和
佳
氏
）　

①
②
テ
ィ
ー
タ
イ

ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
12
月
９
日
○月
ま

で　

②
12
月
13
日
○金
～
来
年
１
月
10
日
○金

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
12
月
17
日
○火

②
来
年
１
月
21
日
○火　

■時
午
前
10
時　

■対
未

境
界
型
ま
た
は
治
療
中
の
方
先
着
20
人
（
お

お
む
ね
70
歳
ま
で
）　

■内
予
防
と
治
療
の
講

話
、運
動
、ス
マ
ー
ト
イ
ー
ト
学
習　

■師
内
科

医
師
、管
理
栄
養
士
、健
康
運
動
指
導
士
、
保

健
師　

■費
５
０
０
円　

■申
12
月
26
日
○木
ま
で

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０
へ

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集

■日
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日　

■時
・
■対
午

後
６
時
…
５
歳
児
～
小
学
校
低
学
年　

７
時

30
分
…
小
学
校
高
学
年
～
中
学
生　

■場
小
真

木
原
ス
ケ
ー
ト
場　

■費
８
、
０
０
０
円　

■申

同
少
年
団　

■他
防
具
の
無
料
貸
出
し
あ
り
。

体
験
歓
迎
（
要
連
絡
）

子
育
て
・
子
供
向
け

ク
リ
ス
マ
ス
え
ほ
ん
ま
つ
り

と
冬
の
お
は
な
し
会

■日
絵
本
展
示
…
12
月
３
日
○火
～
25
日
○水　

お

は
な
し
会
…
７
日
○土
・
８
日
○日
午
前
10
時（
終

了
後
、
工
作
コ
ー
ナ
ー
あ
り
）　

■場
・
■問
図

書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、
来
年

１
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
の
水
曜
日

午
前
10
時
～
正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各

日
先
着
２
人　

■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母

親　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
２
枚
、
お
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自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

■日
12
月

７
日
○土
午
後
１
時　

■
出
演　

鶴
岡
五
中
合

唱
部
等

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ヨ
シ
紙
の
年
賀
状
づ

く
り
」　

■日
12
月
21
日
○土
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時　

■費
１
枚
１
5
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
で

エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
」　

■日
12
月
21
日
○土
午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時　

■費
１

枚
３
０
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
薪
ス
ト
ー
ブ
で
焼
き

い
も
＆
あ
ぶ
り
だ
し
」（
要
予
約
）　

■日
12
月

22
日
○日
午
後
１
時　

■定
15
人　

■費
１
５
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う　

■日
12
月

15
日
○日
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先

着
15
人　

■内
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
や
サ

ン
タ
の
絵
付
け　

■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）　

■持
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
軍
手
、

枝
切
り
ハ
サ
ミ
等　

■申
12
月
14
日
○土
ま
で

▼
お
正
月
に
食
べ
る
餅
を
作
ろ
う　

■日
12
月

28
日
○土
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先

着
10
人　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

中
学

生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
汚
れ
て
も
良
い
服

装
、
タ
オ
ル
等　

■申
12
月
22
日
○日
ま
で

▼
冬
の
参
道
を
歩
い
て
登
ろ
う
‐
令
和
、
初

詣
は
参
道
か
ら
詣
で
よ
う
‐　

■日
来
年
１
月

３
日
○金
午
前
９
時
（
い
で
は
文
化
記
念
館
集

合
）　

■場
随
神
門
→
羽
黒
山
山
頂　

■定
先
着

20
人　

■費
８
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

■持
軽
食
等　

■申
12
月
27
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
一
般
公
開
講
座

■日
12
月
６
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
余
目
第

三
公
民
館
（
庄
内
町
）　

■内「
庄
内
の
在
来

作
物
」
江
頭
宏
昌
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）　

■問
山
大
農
学
部
内
「
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
自
動
化
工
程
構
築
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
コ
ツ
」

■日
12
月
12
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■定
40
人　

■師
中
村
清
貴

氏
（
ダ
イ
ド
ー
㈱
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
）　

■申

同
セ
ン
タ
ー
内
木
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
☎
23
‐
２
２
０
０

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
来
年
１
月
19
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消

防
本
部　

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人

に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救
命

講
習
Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
・
30
人　

■申
12
月
18
日
○水
～
来
年
１
月

13
日
○月
に
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１

ま
た
は
消
防
各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス
ト
を
希

望
す
る
方
は
２
０
０
円　

鶴
岡
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業 

モ
ル
ド
バ
ワ
イ
ン
ミ
ニ
講
座

■日
12
月
13
日
○金
午
後
４
時　

■場
つ
る
お
か
食

文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ

ヴ
ァ
ー
）　

■対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

20
人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
12
月
11
日
○水

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

ア
グ
リ
21
農
業
簿
記
パ
ソ
コ
ン
講
座 

消
費
税
軽
減
税
率
対
応
講
習
会

■日
12
月
20
日
○金
午
後
７
時　

■場  

Ｊ
Ａ
鶴
岡
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■定
10
人　

■費
２
、
０
０

０
円　

■申
12
月
13
日
○金
ま
で
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業

支
援
室
☎
29
‐
０
４
５
５
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡

各
支
所
・
支
店
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

男
性
料
理
教
室

「
こ
れ
が
私
の
十
八
番(

お
は
こ)

～
和
食
の
す
す
め
」

■日
来
年
１
月
21
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は

勤
務
の
男
性
先
着
16
人　

■師
土
田
常
雄
氏

（
日
本
料
理
専
門
調
理
師
）　

■費
１
、
５
５
０

円　

■場
・
■申
12
月
５
日
○木
～
25
日
○水
に
同
セ

ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

木
工
講
座
「
ク
ル
ミ
の
木
の
カ

ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
づ
く
り
」

■日
来
年
１
月
25
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■対
高

校
生
以
上
先
着
16
人　

■師
桑
原
信
之
氏
（
工

房
結
主
宰
）　

■費
２
、
０
０
０
円　

■持
汚
れ

て
も
良
い
服
装　

■場
・
■申
12
月
４
日
○水
～
来

年
１
月
15
日
○水
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
29
‐
０
２
６
０
へ

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
対
象 

身
体
障
害
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会
参
加
者
募
集

■日
12
月
８
日
○日
午
後
１
時　

■場
ゆ
う
あ
い
プ

ラ
ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■申
12
月
４
日
○水
ま
で
鶴

岡
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

入
居
時
期
は
来
年
２
月
上
旬　
　
　

県
営
住
宅
12
月
募
集

■
募
集
住
宅　

▽
美
原
３
号
（
Ｂ
）、
東
部

２
号
、
茅
原
２
号
（
Ｂ
）・（
Ｃ
）、
城
南
２

号（
Ａ
）、末
広
１
号（
Ｃ
）・
２
号（
Ｂ
）・（
Ｃ
）・

３
号
（
Ｂ
）
…
各
１
戸　

▽
美
原
１
号
、
東

部
１
号
、茅
原
３
号
（
Ｂ
）、城
南
１
号
（
Ｂ
）、

末
広
３
号
（
Ａ
）
…
各
２
戸　

▽
茅
原
１
号

…
３
戸　

■申
12
月
２
日
○月
～
６
日
○金
に
県
営

住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２

１
０
へ鶴

岡
准
看
護
学
院　
　
　
　

令
和
２
年
度
学
生
募
集

■
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
者
（
来
年
３
月

卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）　

■
試
験
日　

来

年
１
月
16
日
○木　

■申
12
月
16
日
○月
～
来
年
１

月
10
日
○金
に
同
院
☎
22
‐
６
４
１
３
へ

令
和
２
・
３
年
度 

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

■定
48
人
程
度　

■内
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
現

地
見
学
会
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
出
席
等　
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相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん

で
元
気
が
な
い
等　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

…
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等　

■申
健
康
課
☎
内
線
３
６
４

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決 

住
宅
相
談
会

■日
・
■場
12
月
25
日
○水
…
市
役
所
本
所
４
階
４

０
３
会
議
室　

来
年
１
月
22
日
○水
…
市
役
所

本
所
4
階
ロ
ビ
ー　

■時
午
前
10
時
～
11
時

■内
住
宅
新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、
地
震

で
被
災
し
た
瓦
屋
根
の
復
旧
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
の
相
談
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ

ス
等　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」 

義
援
金
に
ご
協
力
を

■
受
付
期
間　

12
月
１
日
○日
～
25
日
○水　

■

受
付
窓
口　

本
所
福
祉
課
、
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課　

■
取
次
機
関　

郵
便
局
、
取
扱

い
表
示
の
あ
る
各
金
融
機
関
、
農
協
、
漁
協　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期

限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自

動
車
に
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
で
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共

済
に
未
加
入
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
。　

　

四
輪
車
の
ほ
か
、
特
に
車
検
制
度
の
な
い

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転

車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
も
、
有
効
期
限
切
れ
、

掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３
‐

６
８
６
‐
４
７
１
２　

■他
HP

宅
地
や
建
物
等
が
対
象
物
件
で
す 

不
動
産
を
競
売
し
ま
す

■
閲
覧
期
間　

12
月
２
日
○月
～
来
年
１
月
30

日
○木　

■
入
札
期
間　

来
年
１
月
23
日
○木
～

30
日
○木　

■場
・
■問
山
形
地
方
裁
判
所
鶴
岡
支

部
☎
23
‐
６
６
７
６　

■他
HP

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
実
施
地
区　

錦
町
１
番
～
５
番
、
12
番

■
調
査
時
期　

準
備
調
査
…
12
月　

本
調
査

…
来
年
２
月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計

企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

冬
期
間
の
安
全
確
保
と
効
率
的
な
除
雪
作
業
の
た
め

踏
切
道
全
面
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

■
通
行
止
め
踏
切
名
・
期
間　

鶴
岡
地
域
…

佐
渡
川
、沢
田
、観
音
、古
新
田（
12
月
３
日
○火

～
来
年
３
月
３
日
○火
）　

藤
島
地
域
…
幕
ノ

内
、
第
一
渡
前
（
12
月
４
日
○水
～
来
年
３
月

４
日
○水
）　

■問  

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
酒
田
保
線
技

術
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
22
‐
０
０
８
９

市
役
所
周
辺
の
社
会
教
育
関
連
施
設 

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

■日
12
月
29
日
○日
～
来
年
１
月
３
日
○金　

■対
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡
、
藤
沢
周
平
記
念
館
、
旧
致

道
館
、
大
宝
館
、
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
各
館
ま
た
は
社
会
教
育
課
☎
57
‐
４
８
６

８
へ

た
は
市
内
の
学
校
に
通
学
の
方　

■
応
募
要

領　

作
品
（
１
人
１
首
で
未
発
表
の
も
の
）・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
所
定
の
用
紙
に

楷
書
で
記
入　

■
賞　

秀
作
・
佳
作
・
奨
励

賞
を
各
数
首　

■申
来
年
１
月
５
日
○日
ま
で
図

書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５
へ

市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住
等
の
方
が
対
象

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
12
月
21
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■定

先
着
12
人　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支

店
☎
22
‐
３
１
４
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・　
　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
12
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
来
年

１
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日
の
金
曜
日

午
後
１
時
15
分
・
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■定
各
相
談
日
２
人　

■内
こ
こ
ろ
の
健
康

■
任
期　

来
年
４
月
１
日
○水
か
ら
２
年
間

■申
12
月
２
日
○月
～
来
年
１
月
31
日
○金
に
東
北

森
林
管
理
局
☎
０
１
８
‐
８
３
６
‐
２
２
２

８
へ　

■他
HP

来
年
１
月
11
日
○土
～
14
日
○火
開
催 

中
央
公
民
館
新
春
文
化
展
作
品
募
集

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の

方　

■
募
集
作
品　

１
人
３
点
以
内
。
写
真

・
絵
画
・
書
・
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
ち
ぎ

り
絵
・
陶
芸
・
木
版
画
・
手
工
芸
等
（
干え

と支

物
や
新
春
ら
し
い
作
品
歓
迎
）　

■申
12
月
27

日
○金
、
来
年
１
月
６
日
○月
・
７
日
○火
に
同
館

☎
25
‐
１
０
５
０
へ

テ
ー
マ
は
自
由
で
す　
　
　
　
　
　
　

「
上
野
甚
作
賞
」短
歌
作
品
募
集

■
応
募
資
格　

一
般
…
庄
内
地
方
に
在
住
の

方　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
市
内
在
住
ま

　

●酒田市

　難民救済活動を行っている国連ＵＮＨＣＲ協会の協
力で、難民に関するドキュメンタリーの映画を上映し、
世界の難民の現状について考えます。
■日12月７日○土　■時・■内 午前10時30分・『シリアに生
まれて』　午後１時30分・『女を修理する男』　５時・

『アイアムロヒンギャ』　■場希望ホール　■問酒田市交流
観光課☎0234‐26‐5809

■日12月10日○火～15日○日午前９時～午後６時（土曜・
日曜日は午後 5 時まで。13日○金は午後８時まで）　■場
同館、内藤秀因水彩画記念館　■内本の詰め合わせ in
Xmas、名探偵としょかんクイズ、おはなし会、とし
ょかんミニコンサート・ナイトライブラリー等　■問庄
内町立図書館☎0234‐43‐3039　■他HP

●庄内町

●遊佐町

■日12月22日○日午後１時30分　■出演　遊佐町でバイ
オリン・チェロを学んでいる子供たち、酒田フィルハ
ーモニー管弦楽団員等　■場・■問遊佐町生涯学習センタ
ー☎0234‐72‐2236

第10回Xmasコンサート

庄内町立図書館 
Xmasブックウィーク

UNHCR　WILL２LIVE 映画祭2019 
酒田国際映画祭「今、世界の難民を考える」
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ゴリラに学ぶ

京都大学総長。ルワンダ共和国カリソケ研究センター客員研
究員等を経て、平成26年から現職。環境省中央環境審議会
委員、日本学術会議会長等も務める。屋久島でニホンザル、
アフリカ各地でゴリラの社会生態学的研究に従事。コンゴ民
主共和国でゴリラと人の共生を目指すポレポレ基金の活動に
も参加している。鶴岡致道大学の講師として来鶴。東京都出身。

山
や ま ぎ わ

極 壽
じ ゅ い ち

一 さん

講演の様子（９月27日／東北公益文科大学大学院）

　人間のことを歴史的なスケールで理解したいと思
ったのが、類人猿を研究するようになったきっか
けです。「社会」って実際には目に見えませんよね。
それが、サル１匹ずつに名前を付けて、行動を逐一
記録していくとサル社会の構造が見えてきた。人間
社会を作る原理も大きく変わらないのではないかと
考え、より人間に近いゴリラの研究を始めました。
　直接触れ合い観察していく中で、彼らはある意味
で人間よりも偉大だと思うようになりました。ゴリ
ラにとって身体の接触はとても重要なコミュニケー
ションです。人間よりもずっと力が強いのに、あの
グローブのような手でそっと触れてきて、気持ちが
伝わってきます。細やかな抑制力を持っていて、自
分よりも小さく弱いものに合わせて感情や欲求をコ

ントロールすることができるんです。そ
れは彼らの優しさにつながっています。
　ゴリラにはけんかの仲直りに当事者だ

けではなく第三者が関わってくることがあります。
けんかをした２頭の間に１頭が割って入り平和に仲
裁するんです。第三者はどちらに味方することもあ
りません。そうすることで２頭はお互いにメンツを
保つことができます。
　人間もメンツを大切にする動物ですが、自分の利
益を優先し勝負を付けたがります。ゴリラは「負け
たくない」なのに対し、人間は「勝ちたい」なので
す。勝つためには相手を屈服させなければならず、
負けた方は相手を恨み離れていきます。負けたくな
いというのは同等な立場に立ちたいということ。ゴ
ールは相手との共存です。現代社会はそれを混同し
て、日常生活で勝ち負けをはっきりさせ過ぎてしま
い、大きなあつれきを生んでいるような気がします。
　勝敗を決めることだけが対立の解決方法ではあり
ません。誰も負けず誰も勝たない社会の作り方を、
ゴリラに学ぶ必要があるのではないでしょうか。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
用
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
処
分
方
法
は

　

寒
い
季
節
に
な
る
と
、
カ
セ
ッ
ト
こ

ん
ろ
で
鍋
料
理
を
よ
く
作
り
ま
す
。
使

い
終
わ
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
正
し

い
処
分
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
身
を
出
し
切
っ
て
か
ら

青
色
の
ご
み
袋
へ

　

ご
み
に
出
し
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
に
残
っ
て
い
た
ガ
ス

が
原
因
で
、
ご
み
収
集
車
や
処
理
施
設

で
の
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

中
身
の
ガ
ス
は
必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら
、

市
指
定
の
青
色
の
ご
み
袋
「
金
属
・
そ

の
他
」
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
等
の
発
生
は
、
収
集
作
業
に
支

障
が
出
る
だ
け
で
な
く
、
作
業
員
や
周

辺
の
住
民
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。
適
切
な
処
理
を
し
、
事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
の
ご
み
出
し
ル

ー
ル

▼
ガ
ス
を
使
い
切
る
・
出
し
切
る　

QＡ
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▽
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ　

カ
セ
ッ
ト
こ
ん

ろ
で
煮
炊
き
す
る
な
ど
有
効
に
活
用
し

使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い　

▽
殺
虫
剤
等
の
ス
プ
レ
ー
缶　

使
い
切

れ
な
い
場
合
は
缶
に
記
載
さ
れ
て
い
る

排
出
方
法
の
手
順
に
従
っ
て
、
必
ず
風

通
し
が
良
く
火
気
の
な
い
屋
外
で
ガ
ス

を
抜
い
て
く
だ
さ
い　

　

ど
ち
ら
も
最
後
に
製
品
を
振
っ
て
空

に
な
っ
た
か
確
認
し
ま
す
。
中
身
が
残

っ
て
い
る
と
、
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
と
い
っ

た
音
が
し
ま
す
。

▼
缶
に
は
穴
を
開
け
な
い　

　

缶
に
穴
を
開
け
る
行
為
は
火
災
の
原

因
に
な
っ
た
り
、
ガ
ス
を
吸
い
込
み
体

調
不
良
を
起
こ
し
た
り
す
る
な
ど
大
変

危
険
で
す
。
穴
を
開
け
ず
に
使
い
切
っ

て
か
ら
、
青
色
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
で
ガ
ス
を
排
出
で
き
な
い
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
の
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
自
分
の
町
内
会
等
の
指
定
さ
れ
た
日

時
・
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

▽
指
定
の
ご
み
袋
に
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

記
名
欄
の
記
載
方
法
な
ど
は
町
内
会
等

の
ル
ー
ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▽
会
社
や
商
店
な
ど
の
事
業
系
ご
み
、

産
業
廃
棄
物
は
出
せ
ま
せ
ん

　

分
か
ら
な
い
こ
と
等
が
あ
れ
ば
お
気

軽
に
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
廃
棄
物
対
策
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30

　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

献血　12/4 ～ 1/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
12 ．11○水  ９：30 ～ 11：30 ＪＡ鶴岡本所
　   〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター

13○金  ９：00 ～ 11：00 ㈱庄内ヨロズ
14○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

　　   〃 13：30 ～ 16：00                   〃
17○火  ９：00 ～ 11：00 鶴岡ガス㈱
27○金  ９：30 ～ 11：30 市役所本所

　　   〃 13：00 ～ 15：30 　　〃

今月の各種相談窓口開設日　12/4 ～ 1/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火 14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 27日○金 13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火 13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線218   4日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線307 17日○火 13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木 13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 19日○木 14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 13日○金 13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土 ９：30～16：00（要予約）・同事務所

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361
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問合せ　本所食文化創造都市推進課☎25‐2111内線529

－連�載－

Vol.5

国内唯一の食文化創造都市として、本市の食文化
を生かした未来につながる地域づくりの取り組み
を紹介します。

食文化を生かした地域づくり

　本市は、食文化創造都市の認定を受けている海外
の都市と様々な交流を行いながら、今年度は国内の
ネットワークの充実にも力を入れています。

　多くの自治体が、身近な地域資源である「食」や「食
文化」を活用した独自の取り組みを行う中、お互い
に連携し地域活性化に結び付けようと、10月18日
に設立総会を開催し「豊かな食の郷土づくり研究会」
を発足。北海道から沖縄まで、全国89の市町・関
係団体が参加しています（10月31日現在）。新潟市・
神戸市・鹿児島市などの発起自治体を代表し、本市
が代表幹事団体となりました。同会では、先進事例
や課題を共有し、効果的な取り組みを研究すること
で、食文化の向上と地域活性化につなげていきます。

　設立総会と同日「食文化による郷土づくりカン
ファレンス」を開催しました。全国から集まった自
治体関係者や一般の皆さん約150人が参加し、食文
化を生かしたまちづくりについて学びを深めました。

またパネルディスカッショ
ンでは、鶴岡ふうどガイド
や学校給食での地産地消な
ど、本市の取り組み事例を
紹介しました。

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（令和元年10月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：125,663人
　　 （男：60,135人、女：65,528人）

　世帯数：49,025世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

「食文化のひろば」は今回が最終回です。ご愛読ありがとうございました。

１

１焼畑あつみかぶのほ場　２・３羽黒山参籠所「斎館」

同会会員を対象に鶴岡を巡るツアーを開催。伝統的な
方法で受け継がれる焼畑あつみかぶのほ場を見学しま
した。また、羽黒山参籠所「斎館」では精神文化と食

の結び付きについての解説を受け、精進料
理を実食。鶴岡の食文化を体感

してもらいました。

知ってもらいたい

２ ３

今後同会では各都市で継続的にカンファレンス
を開催し取り組み事例の共有を図るほか、事業
連携や国等への政策提言等を検討していきます。

鶴岡の食文化は、先人たちが自然と生命
の営みに真摯に向き合い、培ってきたも
のです。そして今も、家庭や地域で大切
に育まれ、私たちの日々の食事の中に息
づいています。季節の食材・料理を味わ
い、楽しむことで、この豊かな食文化を
後世へ受け継いでいきましょう。

鶴岡        の            食文化


